


[image: ]







[image: ]








序章

第一章 王太子殿下の秘密

第二章 裏の顔が思った以上に危なかった件について

第三章 痛むことのない傷

終章









序章








　……もう、とうの昔に夜は更けたというのに、その一室ではまだ人が寝静まる気配はなかった。

「……は、はぁ……あっ、んっ……んんっ……！」

「は……ああ、いい……可愛い、アガーテ……」

　切れ切れに紡がれる声と、こぼれ落ちる熱い吐息。

　キシキシとかすかに軋む寝台と、シーツが擦れる音。

　そして意識して耳を澄ませば、それらがどういう状況で生まれるものなのかがすぐに判る、粘ついた淫らな水音。

　まるで一つの音楽を奏でるようないくつもの淫猥な響きの音を堪能していられる余裕など、アガーテからはとっくに失われていた。

「も、だめ……そこだめ、待って、あぁ……っ！」

　身体の、奥深いところを突かれて華奢な肢体がビクビクと弓なりに反り返る。

　襲い来る強い刺激をどうにか逃したいのに、アガーテが必死にやり過ごそうとすると、まるでそれを阻止するように彼女を抱く青年が深く繋がった腰をゆるりと揺らしてくるのだからたまらない。

「ひっ……！」

　短く声を詰まらせながら、アガーテは涙で濡れた睫を上げると、自分を抱く青年を見上げた。荒い呼吸の合間、自分を組み敷きながら同じく視線を合わせてくる青年は、二十代半ばほどの年齢で、細身だが鍛えられた肉体を持つ、美しい人だった。

　純度の高い金髪と、目が覚めるような青い瞳がキラキラと黄金か宝石かと言わんばかりに輝いて見える。

　いつもアガーテは会う度に高鳴る胸の鼓動を知られまいと懸命に虚勢を張っていたことをこの人は知っているだろうか。

　いつも憧れていた。どうにか近づきたくて、見苦しい真似もした。

　だけど、なぜかアガーテは自分が彼にこんなふうに抱かれる日が来ることは想像したことがなかった。つまりそれだけ自分の心がまだ「乙女」であった証かもしれないけれど。

　今、その青年が与えてくるあまりにも深すぎる交わりは、アガーテが想像していたどんな妄想よりも過激かつ強烈な快楽と苦痛が背中合わせの刺激で、興奮の坩堝の中にたたき落としていく。

　何度経験しても、この感覚にはなかなか慣れることができない。

　なのに容赦なく追い詰められて、本当に色々といっぱいで、これ以上は無理で、とにかく早く楽にしてくれと思うのに、一度達して熱が弾けた側からまたすぐに次の熱を容赦なく植え付けられる。

　息も絶え絶えのアガーテは、自分がいつ息を吸って吐いているのかさえ判らない有様だった。

（どれくらい経ったの……？　もうこれで何度目……？）

　彼に抱かれるようになってから、今日で何度目だろうか。

　夫婦でもなく、正式な婚約が成立しているわけでもないのに、身体の関係だけが先に進んでしまっていることには未だに罪悪感を覚える。

　けれど抗うことなどできない。なぜならばこの行為を、結局受け入れているのは自分自身だから。

　襲い来る愉悦に身もだえしながら、ぼんやりとした頭でそんなことを考える。

　するとすぐにアガーテの意識が自分から逸れたと気付いたのか、彼女にのし掛かる青年が低く笑うと間近で囁いた。

「駄目だよ、アガーテ。考えるなら私のことだけを考えてくれ」

　艶めいたその声に、ぞくっと身震いしたその直後。

「ひあっ！」

　一度引いたと思ったら、すぐに互いの肌がぶつかる音と共に最奥を突き上げられて、大きく身体が揺れる。

　子宮の入り口を抉るような強い刺激に目の前でチカチカと星が散り、アガーテは反射的にぎゅっと目を閉じると身をのけぞらせて何度も首を左右に振りながら、高い声を上げた。

「あああぁんっ!!　あっ、あ、ああっ、んく、あうっ！」

　ゆさゆさと身体が揺さぶられ、そのたびに繋がった場所から太く長い肉竿が姿を見せてはまた女の中へと沈み込んでいく。

　無意識に腰を引こうとしても、完全に下半身を押さえ込まれては逃げようがない。

　それ以前に立て続けに与えられる強い刺激の連続で、既に上手く身体に力が入らなくなっていた。

「あう、あああ、あっ！」

「どんどん蜜が溢れてくる……ああ、君の中がきゅうきゅう縋り付いてくるみたいで可愛いね」

「そんな……っ！」

　青年の恍惚としながら指摘する言葉に、またアガーテの膣壁はぎゅうっと彼自身を締め上げた。

　深い交わりは痛みを覚えてもおかしくないのに、心とは裏腹に短期間でこの淫らな行為に慣らされたアガーテの身体は何をされても快感へとすり替えてしまうようだ。

　ぎこちなく、けれど確実に快楽の階段を駆け上がっていく彼女は、豊かに波打つ長い黒髪を振り乱しながら、か細く悲鳴のような声で喘いだ。

「も、もう、むり、だめ、あぁんっ!!」

「そうかな。君のここはすごく私を締め付けてくるよ。内側だけじゃない、今自分がどんな顔をしているか判っているかい？」

　再び小刻みに腰を揺らしながら青年はアガーテがのけぞり晒した喉元へと口付けを落とす。

　彼の短く整えた柔らかな金髪が肌に触れ、擽ったいはずなのにその刺激にさえビクビクと震えてしまう。

　汗で湿った肌の上を、濡れた舌が味わうように這い、首筋の薄い皮膚に新たな鬱血の花を咲かせた。

「いっ、んっ」

　チリッとした痛みに僅かに眉を顰めるけれど、それもまたすぐに心地よい刺激となってアガーテの身体を跳ねさせる。

　そのまま青年は、豊かに実り、横になっても崩れることなく綺麗な形を保った彼女のたわわな両の乳房へと手を伸ばすと、無造作に、けれどねっとりと揉み上げるように掴んだ。

「ああ、いいな……あなたはどこもかしこも美しく、可愛らしい」

　呟く声はどこか夢見心地だ。

　うっとりと吐息混じりに囁きながら、彼の指が既に固く凝り尖った赤い乳首の片方を指の間に挟んで扱き上げる。

　そうしながらもう片方にしゃぶりつくように吸い付いた。

　もちろん密着した腰はそのままに、ゆるゆると円を描くように押しつけながら、だ。

「あっ、あ、ああ、あーっ!!」

　もはや意味のある言葉など消え失せて、ただひたすらに叫んだ。

　しなやかな背がのけぞり、大きく開いた両足を青年の腰に巻き付けながら、気付けばアガーテ自身もその動きに合わせて夢中で腰を揺らしている。

　この身体に青年が触れていない場所など、もう存在しない。

　唇や肌はもちろん、手足の指の先、髪の一本一本、そしてもっとも繊細な身体の奥深くまで全てが、彼のものだった。

　青年の金髪を掻き乱すように指を立てながら、その頭を抱きしめる。

「んっ、あっ、んんっ……！」

　殆ど無意識に豊かな胸を顔に押しつけられた青年は、形の良い唇に笑みを浮かべるとその首を伸ばし、ひっきりなしに喘ぐアガーテの唇を塞いだ。

「んむ、あむ、んんっ、ふ……ん！」

　彼女の両足を膝裏から抱え込んで深く押さえつけながら、青年の抽送が早く、激しくなる。

　ぬちゃぬちゃと淫らな水音が響き、中から泡だった体液が掻き出される側から、新たな愛液が身体の奥から湧いて出て、より一層粘ついた音を大きく室内に響かせた。

「ん、んんっ」

　口を塞がれると息が苦しくて、なのに自ら差し込まれる舌に吸い付いてしまうのはなぜなのだろう。

　ぬるぬると別の生き物のように口内を蹂躙する彼の舌に、歯を立てるように自らも舌を擦り付けながら、アガーテは自分の身体が急速に頂点へ押し上げられていく感覚に身震いした。

　既に今夜だけで何度味わったか判らないその高まりが怖い気がするのに、身体は期待で満ちていて、彼自身を咥え込んだ己のその場所がせわしなく蠕動しながら強く締め上げていくのが判る。

「ふっ……」

　間近で彼が笑った。

　その笑みの理由が判らないまま、アガーテは彼の首裏に両腕を回し、必死にしがみつく、まるで溺れた人が藁にも縋るように。

「あ、ああ、あっ、あ、んんっく、んんっ！　はぁあぁっ!!」

　ずん、とひときわ強く最奥を突かれて、涙の雫が散った。

　ぶわっと己の意志に関わらず風船のように膨らんだ熱は、もう駄目、と彼女が切羽詰まった声を漏らすと同時にさらに大きくその密度と体積を上げていく。

　ガクガクと開かれた両足の太腿が震え、全身が硬直しながらわななく。

「っく……」

　内でも外でも渾身の力で縋り付くアガーテの締め付けと抱擁に青年から感じ入った吐息が漏れ、その熱い呼気が肌に触れた……直後、限界まで膨らんだ熱の風船が弾けた。

「うっ、あ、あああっ、きゃああああっっ!!」

　大きく腰が跳ね上がる。ビリビリと背骨から脳髄までを駆け上がる、気を狂わせそうなほどに強烈な甘い刺激に、彼女の身体はまるで痙攣するように跳ね、のたうち、そして青年の背に爪を立てながらその内側では大きく膨らんだ彼自身を渾身の力で締め上げていた。

　どっ、と音を立てる勢いで直接子宮に注ぎ込むように熱い飛沫が解放される。

　びくっ、びくっと何度も跳ねるアガーテの腰骨を押さえつけ、その内側に最後の一滴まで吐き出し終えた青年がやっと腰を引いた時、アガーテはもう既に指一本動かすことができないほどに疲労困憊していた。

　それなのに、ずるっと抜けていく刺激と共にごぷりと溢れ出る感覚に「あぁ……」と艶めかしい声が漏れてしまう。

　ぼうっと身を投げ出しながら、やっと終わったと吐息を吐いた時。

「アガーテ」

　名を呼ばれた。

　ただそれだけで、どうしてまた新たな火種が胸の内に宿った気分になるのだろう。

　この時アガーテは無意識に物欲しげな顔をしてしまったのかもしれない。彼女の赤く火照り、のぼせ上がった顔を見て青年はとろりと笑う。

　まるでこの上なく可愛らしく愛おしいものを見るかのように。

「離れるのが寂しいって顔をしている……ああ、本当に可愛いな……」

　これまでに何度彼に「可愛い」と言われたことだろう。

　だけどアガーテは自分にはその言葉が相応しくないことを知っている。

　高飛車だとか生意気だとか、そんな言葉は嫌というほど聞いたけれど、可愛いなんて言葉は自分にとって縁遠い存在であると思っていた。

　それなのに。

「可愛い」

　再び彼は同じ言葉を繰り返して、まだ満足に動けないアガーテの身体をぎゅっと抱きしめた。

　その抱擁にどうしてか泣きたい気分になったのは、なぜだろう。

　自分よりも大きく逞しい男の人の胸に抱きしめられることがこんなに心地よく感じるなんて初めて知った。

　だから、あまりにも心地よすぎて……そして、どこか幸せに思えて、その胸を押し返すことができなかった。

「……エリック様」

「うん？」

　名を呼ぶと、彼はすぐに反応して間近で愛しげな表情で目を合わせてくる。

　とたん、これまでとは違う意味でかあっと顔が熱を持つ。

「べ、別に……何でも……あっ……」

　反射的にぷいっとそっぽを向こうとした顎を捕らわれて、もう何度目かも判らない口付けに唇を奪われた。

　吐息ごと絡め合うようなキスを甘んじて受け入れながら、けれど頭の中ではちゃんと判っている。

　こんなこと、あってはならないことだ。

　だって自分はまだ彼に答えを返せていない。それなのに、と。

　アガーテは振り返る。これまで全く縁がなかったはずの彼との関係が、どうしてこのようになったのか……その全ての始まりを。
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　その瞬間、ロレンス侯爵の娘、アガーテは自分の頭から血の気が一気に引く音を聞いた気がした。

　何がきっかけになったのかまるで判らないけれど、彼女の頭の中に突然、今とは別の人間だった頃の自分の記憶が、まるで動画を三十二倍速にしたような勢いで流れ込んできたのだ。

　違う世界、違う国、違う名前、容姿だって体格だって名前だって何もかもが今と違っていて面影などどこにもない。

　けれど不思議とそれが「過去の自分」だと判る、女性の人生の記憶だった。

　折しも今は舞踏会。その会場の中で、誰よりも煌びやかに身を装っているアガーテだが、彼女の頭の中に浮かぶのは困惑と動揺と戸惑いの嵐。

（えっ？　何？　なんで？　私、転生？　は……？　え、嘘、夢？　なぜ今思い出すの？）

　膨大な記憶を前に、全く状況が理解できないまま彼女は静かに冷や汗を流していた。

　せっかくこの日の為に新調した、夏咲きの薔薇のように幾重にも丁寧に布を重ねてタフタを作ったローズレッドのドレスなのに、無意識にドレスの生地を握り締めてしまったためにせっかくの花びらの形が崩れて台無しだ。

　高価な南方の絹糸を特殊な赤い染料で染め、職人によって根気よく手作業で編んで作られたレースの手袋も気がつけば汗でしっとり湿っている。

　俯くと、金とパールとルビーで作られた繊細な蝶と蔓薔薇をかたどった貝飾りの先端から、葉の形で連なった三連の金飾りがしゃらりとかすかな音を立てた。

　普段の彼女なら、決してこんな隙は見せない。どんな状況であっても毅然と顔を上げ、胸を張って自分を大きく見せる。

　それがアガーテ・ロレンスという名の、侯爵令嬢であるはずだ。

　しかし今はつい先ほどまで色鮮やかに輝いていたはずの王宮のダンスフロアが急に色褪せて見え、会場内を華やかに彩る淑女たちの思い思いのドレスも、紳士たちの煌びやかな礼装も、会場内を飾る花の色さえもが全て灰色に染まったように思える。

　自分の足元が存在しないような心許ない思いを味わったのはこれが初めてだ。

　とにかくすぐにでもここから離れ、落ち着いた場所で考えたかった。

　けれど気持ちばかりが焦り、周囲をよく見ないまま出口に向かってまっすぐに突き進んだせいで近くの人にぶつかってしまう。

「きゃっ」

　ぐらっと足元が傾き、倒れそうになったとき、横から伸びた腕に支えられる。

　ごめんなさい、と謝罪しようと顔を上げた直後、思わず口を閉ざした。

　先ほどとは違う意味でさらに血の気が引きそうになった理由は、その支えてくれた人にある。

「大丈夫かい。レディ・アガーテ」

　その人は、とても麗しい容姿の青年だった。

　整った目鼻立ちはもちろん、輝くような金髪と、澄んだ青空のような瞳が美しく、いつも落ち着いた穏やかな笑みを浮かべている。

　荒事など無縁な線の細いその姿は、けれどよく観察すれば彼が意外と逞しい体格をしているのが判るし、身長も高い。

　すらりとした均整の取れた身体を包む純白の衣装は、繊細かつ華やかな刺繍がふんだんに施され、クラヴァットやボタン、カフスなど要所に純度の高い宝石があしらわれている。

　全体的に品が良く、そしてその身分に相応しい華やかな装いだ。

　彼の名を、エリック・ラ・イーベルスターと言う。

　イーベルスターとはアガーテが貴族として籍を置く国の名前。

　そしてその国の名を個人が戴くことを許されているのは、直系の王族のみ。中でもこの青年は国内外問わず多くの若い娘たちの憧れを一身に背負う王太子だった。

　思いがけずその王太子に支えられての至近距離の接近。しかしこの時アガーテの口から漏れたのは、

「ひっ……！」

　と、場にそぐわない怯えた悲鳴混じりの声だった。

　予想外のその声に、エリックが軽く瞠目する。

　しまった、と慌てて身を引いて、目上の人間に対するカーテシーを披露して見せたけれど、彼女のこれまでにない反応にエリックの顔に訝しむ表情が広がっていく。

　怪訝そうな彼の視線を前に、アガーテは取り繕うような笑みで告げた。

「大変失礼いたしました、王太子殿下。お助けいただきありがとうございます」

　けれどエリックの怪訝そうな眼差しは変わらない。

　しかし幸いにして彼はそれ以上追及するつもりはなさそうだ。

　それは彼がアガーテに対して深く関わる意思がない、という表れでもある。

　事実を実感してズキリと胸の内が痛んだのは、アガーテの心が少なからず彼に寄せられているからだ。気持ちが報われることはないと判っているのに。

　アガーテにとってエリックは初恋の相手だ。

　美しくて、穏やかで、優しくて、気高い。そんな完璧な王子様に夢見がちな少女が心惹かれても仕方がないと思う。

　けれどその関係は決して良いとは言いがたい。

　何しろアガーテは彼に、将来を決められた公爵令嬢の婚約者がいてもお構いなしに、妃になることを望んで鬱陶しいくらいにつきまとっていたから。

　彼が好きで、彼の妻になりたくて仕方がなかった。その欲求の前にはどんな理性だって役に立たない。

　エリックに直接迷惑だと言われたことはないけれど、いつもそうとはっきり判るくらいには一定の距離を置かれ、見えない壁を作られれば自分が好ましく思われていないことは理解できる。

　きっと自分に関わりたくないと思っているに違いない。

　それでも倒れそうなところを彼が支えてくれたのは、紳士だから。

　前世に別の人間として生きた記憶が蘇った今、過去の自分の幼稚な行いがひどく恥ずかしく、情けないもののように感じて、震えるほどに動揺してしまった。

　けれどそれ以上にアガーテを動揺させたのは、エリックという人物が蘇った前世のとある記憶と合致したためだ。

（そんなバカなこと……！）

　心なしか青ざめて小刻みに手や肩が震えていることにエリックは気付いたのだろうか。

「……随分と気分が悪そうだね、顔色が真っ青だ。誰か女官を呼ぼうか」

　嫌いな女相手にも親切な言葉を向けてくれる彼は本当の紳士だと思う。

　以前の自分ならこれ幸いとその優しさに乗っかっただろう。

　しかし今はとにかくここから離れたくて、ぎこちなく首を横に振った。いささか不自然なくらい、勢いよく。

「い、いいえ、ご心配には及びません。ですが、大事を取りまして今夜はここで失礼させていただくことをお許しくださいませ」

「ああ、それはもちろん」

　エリックが肯いたのを確認すると同時に、アガーテは可能な限り素早く後ろへ下がると、ある程度距離を取ったところで身を翻して会場の外へ出る。

　家の者が待機しているだろう停車場まで足早に向かいながら、自分の心を抑えるのに必死だった。

（どういうこと？　ここってゲームの世界よね？　どうして私がそのゲームのモブキャラになっているの!?）

　何度も手で頬を叩いてみたけれど、痛みは確かに現実のものであり、これまでロレンス侯爵令嬢として生きてきたアガーテ自身の記憶もしっかりとある。

　だがつい先ほど、舞踏会の煌びやかな会場を目にした途端に一気に頭の中を埋め尽くした記憶があった。

　そこは今とは違う人生で、夢中になっていたゲームのイベント画面そのものだった。

　どうやらこの記憶は自分の前世のものらしい、とアガーテが理解したのは、愛読していた小説や漫画、そして楽しんでいたゲームで散々似たような展開を楽しんでいたからだ。

　いわゆる異世界転生とでも言うのだろうか。

　今まさに自分が侯爵令嬢として生きているこの世界観や人物が、前世で楽しんだゲームの舞台、登場人物と完全に一致しているのである。

　いわゆる乙女ゲームと呼ばれるものだ。

　先ほどのエリックはゲームに登場する攻略キャラの中でももっともシナリオのボリュームが厚いメインヒーローで、ヒロインには甘く優しく接しながらその裏で将来の為政者として腹黒い顔も見せるギャップが人気だった。

　ゲームの中でアガーテが与えられた役目は、ヒロインでも悪役令嬢でもないモブ令嬢。どちらにも高飛車な言動で突っかかっては失敗し、無様に退場する孤高のザコモブである。

「お嬢様、どうなさいました？」

　城の側に待機していた侯爵家の馬車では予定よりも遙かに早い戻りに御者が驚きの声を上げる。

「途中で具合が悪くなったの。先に帰ることにしたから、馬車を出してちょうだい」

　御者が手を貸すよりも早くに馬車に乗り込むと、座席に崩れ落ちるように腰を下ろした。

　程なく待機列から抜け出して動き出す馬車の中で、祈るように両手を組み合わせる。

「……今はどこまで進んだの？　今日がシーズン半ばの王宮舞踏会ということは、ゲームでは中盤くらい？　そう言えばヒロインが誰と踊るのか、確認していなかったわ……」

　慌てて会場を出てきたため確認を失念していたが、もしゲームの通りであれば今夜は攻略キャラのルート確定イベントが発生する舞踏会だったはずだ。

　王太子を含めた五人の攻略キャラの中で、ヒロインのリーリアがもっとも親密度が高い相手とダンスを踊ることでルートが確定する。

　そしてそのルート次第でアガーテの運命も決まる。

　悪役令嬢にはヒロインとの和解ルートもあるけれど、モブ令嬢にはそれがない。

　ヒロインのトゥルーエンドの裏で、他国に飛ばされ、親子ほども年の離れた南国の王のハレムに入れられるか、国外追放されて行き倒れるか、あるいは粗野な下級貴族の許に強引に嫁がされるか……どちらにせよ碌な運命しかない。

「…………」

　思わず無言になったのは、これまでの自分の振る舞いを思い返してしまったからだ。

　繰り返すがアガーテの初恋はエリックだ。それも甘酸っぱくほのかな想いではなく、何が何でも彼を手に入れたいと願う執着に似た恋である。

　自分でも抑えられないほど大きく燃え上がった恋心は記憶が蘇った今も確かにアガーテの胸の内に存在している。

　エリック本人には全くと言って良いほど相手にされてはいなかったけれど、なんとか彼の婚約者の座を悪役令嬢となるアークネット公爵令嬢のクレアから奪い取りたかったし、彼と妙に仲の良いヒロインである男爵令嬢のリーリアを遠ざけたかった。

　自分にもチャンスがある。そう思い込み、一方的に二人をライバル視していたのである。

　やはり二人からもあまり相手にはされていなかったけれど。

　高飛車に振る舞いながら、一方的な思い込みで筋の通らぬ要求を言い並べて自爆するアガーテは、残念なザコモブ令嬢である。

　とはいえアガーテが残念だったのはその中身であって、外見は決してリーリアやクレアに劣るわけではない。

　艶やかな黒髪も、アメジストのような深い紫色の瞳も美しいし、顔全体は小作りで目鼻の位置も綺麗に整っている。

　胸は豊かで腰は細い。身長もそこそこにあるので、大人びたデザインのドレスも良く似合う。

　少し幼さの目立つ清楚系のリーリアや、逆に年齢の割にはお色気要素が強すぎるクレアとはまた違ったタイプの、プライドの高い貴族令嬢として充分に恵まれた容姿の持ち主だ。

　持って生まれた素質も決して低くはない。

　少なくとも他人の色恋沙汰に首を突っ込んだ結果、身を持ち崩す人生など送る必要はないはずだ。

「こうなれば、ヒロインにも悪役令嬢にもこれ以上は関わらず、さっさと適当に結婚相手を見つけてしまいましょう」

　もちろんメインヒーローであるエリックにも近づかない。

　長年想いを寄せていた相手なだけに諦めるのは胸が痛いけれど、どう頑張っても自分と結ばれるエンドはないのだから、できる限り早くきっぱりと諦めた方が無難だろう。

　既に多少やらかしてしまってはいるが、今身を引けば間に合うはずだ。

「そうよ。わたくしは幸せになるの。エロ爺のところへ嫁ぐのも、クズ貴族の許に嫁ぐのも、ザコモブ令嬢と言われるのもどれもごめんよ」

　アガーテはまだ二十歳だ。

　幸い実家は国でも名家とされる侯爵家の令嬢である。

　少しだけ性格に難があったとしてもこの容姿とスタイルがあるのだから、心を入れ替えて挑めばまだまだ充分に挽回はできるはず。

「婚活よ、婚活。目指せ、平凡だけど幸せな家庭！」

　アガーテは、その夜きっぱりとエリックへの執着を断ち切ることを心に誓った。

　そして社交界という名の婚活市場でめぼしい相手を探すことにした。

　できることならばゲームの終盤となる、悪役令嬢が断罪されるシーズン最後の舞踏会までにはある程度の目星を付けておきたい。

　しかし思惑とは裏腹にアガーテの一足遅れの婚活は難航することになる。

　贅沢を言わなければ大丈夫だと思っていたのに、全く心惹かれる相手がいない。

　幾人かは妥協できそうな青年もいたのだが、なぜかそういう相手に限ってあちらの方から疎遠にされてしまうのだ。

「わたくしのこの隠しきれない気品のせいで気後れさせてしまうの？」

　他者が聞いたなら失笑ものの発言かもしれないが、彼女は本気である。

　いくら前世を思い出しても、アガーテはアガーテだ。

　侯爵家の娘として育てられた気位の高さゆえに無意識のうちに高飛車に振る舞ってしまう彼女の言動を急に改めることができるわけがない。

　結局それが祟ったのか婚活は思うように行かないまま時間だけが過ぎていく。

　そうして二ヶ月後、目立った成果を出すこともできず、その日を迎えることとなったのであった。

　王宮主催の舞踏会は主に社交シーズンの始まりの春と、中盤の初夏、そして終わりの晩夏の時期、年に三度行われる。

　どんな社交嫌いの貴族も王都に滞在している限りはその三度の舞踏会だけは出席を推奨されるため、規模は大変に大きく王宮の大ホールを埋め尽くさんばかりの貴族が集う。

　ゲームではそのシーズン最後の舞踏会でヒロインは攻略した相手からプロポーズを受け、クライマックスへ向かうイベントを乗り越えたか否かでトゥルーエンド、もしくはバッドエンドへ進む。

　特にメインヒーローであるエリックのルートに入っていた場合は、この舞踏会で婚約者であるクレアのこれまでの悪行を断罪し、婚約破棄を宣言するというお約束のビッグイベントが起こる……はずだったのだが。

「ねえ、お聞きになられました？　王太子殿下とアークネット公爵令嬢が婚約を解消なさったのですって」

「ええ、もちろん聞きましたわ。クレア様は隣国の王子様と婚約を結び直して、そのお二人の仲を王太子殿下も祝福されたそうよ」

　この夜、舞踏会会場ではゲームには全くなかった展開で賑わっていた。

　その話を初めて聞いた時は耳を疑った。

　隣国の王子とは留学のためにこの国に滞在していた攻略対象の一人だが、驚いたことにその隣国の王子と悪役令嬢のクレアが恋に落ち、互いに望んで婚約したというのだ。

　元々の婚約者であるエリックが二人の恋を祝福し、自ら身を引く形で。

　またヒロインであるリーリアの方も幼馴染みの子爵令息と婚約が成立したらしく、こちらの相手は攻略対象ですらない。

「どういうこと？　二人がそれぞれ違う相手となんて……そんなエンディングなんてあったかしら」

　ゲームはフルコンプまで遊び尽くしたはずだが、そんなシナリオは記憶にない。

　ということは、この世界は前世のゲームに良く似ているけれど、全く違う世界なのだろうか。判らないけれど、ゲームのシナリオとは違う展開になっているようだ。

「でもそれじゃあ、この先どうなるの？」

　ゲームでの知識が役に立たないとなると、もうアガーテには想像がつかない。

　扇を握り締める手に不必要なほど力が入ってしまって、かすかに軋む音がする。

　困惑するアガーテの耳にさらに近くで噂話に励む貴婦人たちの会話が聞こえてきた。

「道理で今夜は年頃の娘を持つ貴族達が落ち着かないはずだわ。王太子殿下も新たな婚約者が必要ですもの」

「自分の家から王太子妃を出せるかもとなれば、それは色めき立ちますわよ」

　……確かに言われてみれば、今夜はどの家の娘もやけに気合いが入った装いをしている。

　できる限りヒロインやその周辺と関わりを持たないようにこの二ヶ月を過ごしていたアガーテはそんなことになっていたと、全く知らなかった。

　そういえばアガーテの両親であるロレンス侯爵夫妻も、普段よりも熱心に娘の装いに口出ししてくると思っていたが……そういうことだったのだろうか。

　アガーテ自身はなるべく目立たない格好をするつもりでいたのだが、母がやたらと気合いを入れたせいで実に豪奢で良く言えば華やかな、悪くいえば派手派手しい深紅のドレスに身を包んでいる。

　上半身は元々細いウエストをコルセットでぎゅっと締め付けて豊かな胸の谷間をデコルテから覗かせながら、腰から下は花模様に折り込まれたシルク生地をふんだんに使用してその下のパニエで自然な形に膨らませている。

　ドレスの右側はシルクの光沢を生かしてシンプルに流し、あえて短くカットした左側はシルク生地の下から同色のレース生地を見せ、幾重にもドレープを重ねてボリュームを出している。

　そのレース生地の所々にクリスタルビーズやダイヤなど、小さくてアクセサリーに加工するには難しい宝石を星のように散らしてちりばめているのだ。

　手間も金も大層かかったそのドレスからは、母の意気込みが感じられた。

（ちょっと待って？　それじゃあ次の婚約者候補って……）

　想像した直後にさっと血の気が引いた。

　クレアの他に年頃の公爵令嬢はいない。

　アガーテの家は侯爵家の中でも特に家格の高い家だ。つまり、クレアの次に身分の高い、エリックの年齢につりあう未婚令嬢はアガーテ、ということになる。

「まさか」

　思わずそんな声が出た。その直後のことだ。

　不意に噂話に励んでいた人々の声がピタッと途切れ、急に静けさが訪れる。

　己の考えに没頭していたアガーテはその変化に気付くに少し遅れ……気がつくと彼女の目の前に一人の青年がいた。

　その人物こそ、つい先ほど人々の噂に上っていた、エリック・ラ・イーベルスター王太子であった。

「やあ、こんばんは、レディ・アガーテ。体調の方はもう大丈夫かい？」

　穏やかな声と、ほんの少し気遣う表情を浮かべて彼が歩み寄ってくる。

　この状況で王太子自らが歩み寄って声を掛けてくるなどひどく意味深だ。

　ましてこれまでエリックの方から声を掛けてきたことなんて数えるほどしかない。

　周囲の人々がどんな目で自分たちを見ているのかを理解しながら、内心アガーテはすくみ上がりそうになる己の心を叱咤する。

　理由はどうであれ、身分ある令嬢として無様な姿を見せるわけにはいかない。

「ご機嫌よう、王太子殿下。お気遣いいただきありがとうございます。ですが二ヶ月も前の体調不良をいつまでも引きずるほど、わたくし、か弱い女ではございませんわよ？」

　できるだけ健康に見えるようにと、背筋を伸ばして胸を張る。

　だが端から見てわざと豊かな胸を見せつけるような、王太子相手にはいささか高飛車に見える姿勢になってしまったのではないかと一瞬遅れて気付く。

　エリックがどう感じたのかが気になったが、いまさら姿勢を変えるのも逆におかしな気がして、結局アガーテはそのまま王太子に向き合うこととなった。

　……内心ではそんな自分にガッカリしながら。

　いつもこうなのだ。

　侯爵令嬢として相応しい言動をするようにと両親から厳しい教えを受けてきた。

　また家庭教師たちからも決してへりくだるな、身分の高いものほど自信に満ちあふれた振る舞いを心がけろと幼い頃から指導され続けた結果か、あるいは元々自分がそういう素質の人間なのか。

　優雅な仕草はそのままに、けれど言動にふんぞり返るような傲慢さがチラついてしまうのだ。

　幼い頃は可愛らしいと周囲から笑いを誘っていたそれらも、成長と共に次第に眉を顰められることが増え、今に至っては気位ばかりが高い横柄な令嬢だとレッテルを貼られるようになった。

　アガーテ自身は貴族らしく振る舞っているだけのつもりなのだが、とにかく動作の一つ一つが大げさで、高飛車に見えるらしい。

　だが、理解できても正すことができるかはまた別の問題。

　癖になるほど長年染みこんだ言動はすぐには直らず、かといって両親は身分ある者はこうするべき、という固定概念に縛られてこれまでの高飛車な姿勢を推奨しているため矯正も上手くいかない。

　おかげでアガーテは他の貴族令嬢たちより少々浮いた存在となってしまっていた。

「そうか。あなたに変わりがないようで安心した」

　しかし高飛車に返されたにも関わらず、そう言ってエリックはおっとりと笑った。

　他の誰にでもないアガーテに向けて。

　不覚にも、胸がきゅんとした。自然と頬に熱が上り、ドキドキと鼓動が激しくなる。

　彼のことは諦めたつもりでいるけれど、それでも長年の恋心がすぐに消えるわけではないから、どうしても反応してしまう。

（でも、変わりがなくて良かったと仰るけれど……殿下の方こそ全く変化がない）

　彼の言動はあくまでも一令嬢に対するものでそれ以上ではないと感じる。

　もしや自分が次の婚約者候補になったのか、などと一瞬でも考えたことが急に恥ずかしく思えた。

　クレアと婚約解消になって、もっと焦っているかと思ったけれどその様子がまるで見えないのは、きっとエリックには既にお目当ての令嬢がいるのだろう。

　ここはさっさと挨拶を交わしてエリックにはすぐに本命の令嬢の許へ行ってもらうのが良いだろうと、そう思ったのに。

「殿下におかれましては、身辺で大変な変化がおありのご様子ですわね」

　口にしたその瞬間、馬鹿、と自分を罵った。

　エリックがクレアと婚約を解消したこと、また親しいと言われていたリーリアも他の男性と婚約したことをまるで当てこすっているみたいではないか。

　こんなことを言うつもりなど欠片もなかったのに、口が勝手に動いてしまった。

　本当に思ったことは素直に言えず、代わりに余計なことばかりぽろぽろ口にしてしまうのは自分の悪い癖である。

　エリック自身も真正面からそう揶揄されるとは思っていなかったのだろう、ちょっと驚いたように目を丸くしている。

（早く謝らないと。でもこの場で謝ったら逆に傷を抉るようなことにならない？　なんとか誤魔化さないと……）

　やらかした、と内心項垂れそうになった時だ。

「ははっ。確かに、現状に慣れ親しんでしまうと変化が悪いことのように感じてしまいがちだけれど、変わらないものなどないからね。それに変化は新たな出会いの始まりでもあると言う。そうは思わないかい、レディ・アガーテ」

「……仰るとおりですわ」

　こちらに合わせてくれたのか、やはり朗らかに、気を悪くした様子を見せずに笑ってくれたエリックにホッとしつつも驚いた。

　いつもなら露骨な反応はしないまでも、少し眉を顰めるくらいの反応はあってもおかしくないのに、それがなかったから。

　だけどきっと内心では気を悪くしているだろう。

（これ以上余計なことを言う前に、さっさと退散した方が良さそう。そもそも会話が弾むような共通の話題もないことだし）

　とはいえ王太子を相手に一方的に話を切り上げるわけにもいかず、さてどんな言い訳で退散しようかと考えていた時だ。

　それまでゆったりと流れていた宮廷楽団の奏でる音楽が、ワルツ曲の前奏に入る。

　まるで自然な動作で目の前にスッと手が差し伸べられた。

　それはエリックのものだ。

「一曲、お相手いただけますか？」

「えっ？」

　内心、顎が外れそうになるほど驚いた。

　エリックとのダンスはこれが初めてというわけではない。

　けれどこれまでは自分の方からしつこくねだってやっと、義理で踊ってもらうのが精々だったので、まさかエリックの方から自分に向けてダンスの申し込みをしてくるなど考えたこともなかったのだ。

　夢にまで見たエリックからのダンスの申し込みなのに、少しも嬉しいと思えない。

　だってこれまでアガーテはエリックに形式以上の対応をしてもらったことがない。

　それがクレアという婚約者がいなくなってフリーになったとたん親しく接してこられても喜びより戸惑いと、もしや何か企んでいるのだろうかという警戒の方が強くなるのは無理もないだろう。

「喜んでお受けいたしますわ」

　けれどエリックが何を考えていたとしても、ここで申し出を突っぱねて恥を掻かせるわけにはいかないと、その手に手を重ねた。

　きっとこの後、順に一定の身分がある令嬢には一通り申し込むのだろう。エリックが踊るのは自分とだけだなんて特別扱いは期待していない。

　そんなことを考えている間にも彼にダンスホールの中央へと導かれる。

　必然的に浴びる視線がさらに多くなるのは仕方のないことだが、思った以上にざわざわと周囲が騒がしい気がする。

　エリックが舞踏会で令嬢とダンスを披露するのは、そう珍しいことではないのに。

「周りが気になるかい？」

「はい。なんだかやけに騒がしいように思いまして」

　アガーテとしてはエリックに問われたから答えただけで、深い意味はない。

　だが。

「それはそうかもしれない。私が今夜ダンスを踊る相手は君だけだからね」

「えっ？」

　今、何やら聞き捨てならない言葉が聞こえたような気がしたのだが、気のせいだろうか？

　考えようとしたとたんに音楽がいよいよワルツの始まりを告げる。

　身体は自然に動いた。

　ひらり、ひらりと花びらのように重なった深紅のドレスのドレープが動きに合わせて開き、揺れ、閉じ、そしてまた開く。

　キラキラとシャンデリアから注がれる眩しいほどの光の雨を受けて、エリックの金髪や衣装の宝石が輝く。

　同じくアガーテの黒髪や真珠の髪飾り、そしてシルクの光沢を宿したドレスが光を弾いて煌びやかに光の波を打つ。

　エリックとのダンスは、驚くほど踊りやすい。

　一言で言ってリードが、誰よりも上手いのだ。

　ダンスそのものに慣れていることもそうだし、彼自身の技術が高いことももちろんだが、相手の癖を掴んでちょうど良く合わせるのがとてつもなく上手い。

　これならば多少アガーテがその我の強さを前面に押し出したところでやはり上手く合わせてくれるだろう。

　そんな安心感が、素直にダンスを楽しいと思わせた。

　最後のステップを終えて大きく広がったドレスの中央で深く膝を突きお辞儀する姿勢で動きを止めると、いつの間にか二人のダンスに注目していた人々の間から盛大な拍手が沸き起こる。

　再び差し伸べられた手を取って立ち上がれば、より一層その拍手は大きくなり、会心の一曲を終えて自然とアガーテの顔に笑みが浮かんだ。

「素晴らしかった。あなたがダンスに長けた方だと改めて感じ入ったよ」

「これくらい淑女のたしなみですわ。……ですが、お褒めのお言葉は有り難く頂戴いたします。エリック様もお上手でしたわよ」

　ああ、せっかく褒めてもらったのに、これだとエリックはおまけみたいな言い方だ。

　またすぐに後悔したが、やっぱり彼は気にした様子もなく微笑んで肯いている。

　今夜の彼は随分と寛容だ。

「だが思った以上に目立ってしまったな。他の参加者に申し訳ない、席を外そうか」

「えっ、あの、殿下！」

　てっきりエリック一人で立ち去るのかと思ったが、なぜか取られた手を軽く、けれどしっかりと引かれた。

　その手を振りほどくわけにもいかず彼の後に続くも、チラと見やれば次は自分がと機会を狙っていた令嬢たちから鋭い目で睨まれる。

「よろしいんですの？　殿下のお相手を望む方々がたくさんいらっしゃるようですのに」

「ガッカリさせてしまうのは申し訳ないが、私にも大切な用事があってね。全ての相手はできないんだ」

　ならばなぜアガーテの手を引いて歩いているのだろう。

　用事があるならばあの場で別れておけばそれで良かったのに。

「一体どちらへ？　あまり会場から離れてしまうと、わたくし困ってしまうのですけども」

「ははっ。私に連れ出されてはっきり困る、と言うのはあなたが初めてだ」

「今夜の殿下は随分強引でいらっしゃるのね。それとも殿下はいつもこのように婦女子を連れ出すような真似をなさいますの？　こういうのを何と言うのだったかしら……お持ち帰り？」

　後半の言葉は独り言のつもりだったが、既に会場から抜け出した夜の王宮の廊下ではやけに大きく響いた。

「お持ち帰り？　なんだい、それは」

「男性が気に入った女性を、主にいかがわしい目的で家や宿に連れ帰ることを言うのですわ」

　その瞬間エリックの足がピタリと止まり、こちらを振り向いた。

　いつも浮かべている笑顔が、この時に限ってない。

「で、殿下？」

　どこか不機嫌そうにも見えるその顔に、もしかして彼を怒らせてしまったのかと思った。

　深く考えずに答えてしまったが、よくよく考えれば妙齢の令嬢が口にするようなことではなかった。なんて品のない発言をするのだと叱られても文句は言えない。

　一体自分は何度口を滑らせれば気が済むのだろう。

　あの、といつになく弱気な声で言い訳をしようとしたその時、おもむろに再び手を強引に引かれて、足元をもつれさせる。

　倒れないようにするためには足を前に出すしかなく、抵抗する暇もなく連れ込まれたのは、今夜休憩室として招待客に解放されている空き部屋の一つだ。

　こういった大規模な舞踏会では体調を崩す者や踊り疲れて休息を必要とするもの、あるいは久しぶりに顔を合わせた知己と私的な会話を行うための場所として、誰でも使用が可能な休憩室が用意されているのが一般的である。

　もちろん部屋には寝台もあって、それこそいかがわしい目的のために使われることもある。

　特にうら若い令嬢となれば、よくよく注意しなくてはならない……そのはずだったのに、アガーテがエリックに対して全く警戒していなかったのは、王太子である彼が自分を相手にそんな誤解を招きかねない真似をするとは思っていなかったからだ。

　だけどさすがに個室に連れ込まれ、後ろ手に素早く鍵を掛けられてはその限りではない。

　まさか、という思いに警戒と困惑の両方を抱きながら、部屋の奥へ向かうことだけは阻止せねばと両足に力を込めて、己の腕を引き戻そうとした。

「殿下、何を……！」

　抗議の意味を込めてエリックに問いかけた。

　しかしその言葉が完全に言い終わらぬうちにアガーテは逆に腕を引き返され、気がつけば部屋の壁へと背を押さえつけられている。

　そしてアガーテはその壁と、エリックとの間に挟まれる格好で彼を呆然と見上げていた。

　リアル壁ドンだ、と思う間もなく声が頭上から降ってくる。

「……あるのか？」

「えっ？」

「その、お持ち帰りをされたことが、だ」

　心なしか、いつもよりも声が低くさらには口調もどことなく荒っぽい気がする。

　正直、たとえ憧れの王太子であろうと異性に身体が触れ合うほど近く、覆い被さるように接近されては、否応なく恐怖を覚えてしまう。

　無様な姿は見せられないと、咄嗟に虚勢を張らねばならなかった。

「こちらから言い出したこととはいえ、そのようなご質問はあんまりですわ。わたくしが容易く従う女だと思っておいでですの？　大体なぜ、そのようなことをお尋ねになりますの？」

　できるだけ毅然と問い返したつもりだが、それでも声が必要以上に固くなってしまうのは止められない。

　それを拒絶と感じたのだろうか。

　エリックは笑った……ただしその笑みは普段彼が浮かべる穏やかで優しい、けれど作り物ように美しいものとは違って、どこか影を宿した不敵なものに見えたけれど。

「この二ヶ月ほど、随分と熱心に結婚相手を探しているそうじゃないか。それまでは暇さえあれば私にアプローチしていたように思うのだが、気のせいだったのかな」

　カッと羞恥で頬が熱くなった。

　自分にコナを掛けていたくせに、今になって他の男を探しているのかと責められているように聞こえた。

　アプローチしていたのは事実だが、今それを揶揄されるいわれなどないはずだ。

「……確かに以前は殿下に憧れていたこともございました。当然でしょう、我が国の貴族令嬢の多くはきっとそうですわ」

　何しろエリックは、歴代の王族の中でも特に眉目秀麗で文武両道、人柄も穏やかで優しく、物腰も優雅なこの国が誇る王太子である。

　憧れることそのものは何も不思議なことではないし、恥じることでもない。

「まるで今は違う、と言われているみたいだ」

　アガーテの言葉に彼は陰りを残したまま苦笑した。

「尊敬すべき方だとは今も思っておりますわ。ですがわたくしもいつまでも手の届かない方に憧れてばかりはいられません。自分に合ったお相手を捜そうとすることの何が、殿下に咎められるような悪いことになりますの？」

　虚勢を張りすぎて、またもやいささか言葉が過ぎた。

　こんな生意気な口調ではやはり不興を買う恐れがある。

　だが、では他にどうすれば良かったのか、アガーテには判らない。

　クレアのように艶っぽく微笑んで男性を宥めることも、リーリアのように可愛らしく甘えることも自分にはできそうにないのだから。

　ああ、どうして自分はこうなのだろう。

　自己嫌悪に奥歯を噛みしめた時。

「手が届かない、か。なるほど……じゃあ、もし手が届くとなったら君は私の許に落ちてきてくれるのか？」

　思いがけないエリックの言葉に、一瞬聞き間違えてしまったのかと自分の耳を疑った。

「……それは、あの、どういう……」

　彼女の手を取ってエリックが真剣な眼差しで足元に跪いたのはその時だった。

「レディ・アガーテ。私はあなたに結婚を申し込む。どうかこの手を取って、私の妃になると約束してはくれないか」

　完全に頭が真っ白になった。

　思わずぎゅうっと自分で自分の頬をつねってみた。ベタな手段だが、痛覚を確認するには一番手っ取り早い。そして普通に痛い。

（夢じゃない？　じゃあやっぱり聞き間違い？　そうよね、エリック様が私に求婚だなんてさすがにそんなことあり得ないもの。疲れているのかしら私……）

　ゴシゴシと目を擦ってみても、何度も瞬いてみても目の前の光景は変わらない。

　自分の目の前でエリックが跪いている。

　アガーテの答えを求めているのだと理解はできたが……まさか王太子に「正気ですか？」と問うわけにもいかず、そのまま沈黙がしばらく続いた頃、先に痺れを切らせたのはエリックの方だった。

　どこか焦るような懇願するような表情の彼に、熱の籠もった声音で訴えられる。

「……頼む、アガーテ。何か言ってくれないか」

　あちらとしても求婚したのに反応がない、となればさぞいたたまれないことだろう。

　ゴホン、といささかわざとらしい咳払いをして喉の調子を整えると、アガーテはその口を開いた。

「ええとあの……大変申し訳ないのですけれど、もう一度仰っていただけます？　わたくし、何やら聞き間違いをしてしまったようで……」

「私と結婚してほしい、と言ったんだ」

　最後まで言い切らぬうちに、言葉に被せるように繰り返されて、再びぱちぱちと瞬きをした。

　先ほどと同じ言葉が聞こえた。

　と言うことは、聞き間違えではなかったと言うことだろうか。

　この時アガーテの脳裏をよぎったのは、クレアの次に身分の高い令嬢は自分、という少し前に会場で自覚したことだ。

　溜息が出そうになった。呆れてと言うよりも、エリックに同情して、だ。

　クレアと婚約解消して間もないというのに、もう次の相手を考えなくてはならないなんて、王太子も難儀な立場だと思ったのだ。

　そのためにこうして望んでもいない女に求婚せねばならないなんて……。

「事情は判りました、どうぞご安心なさって、殿下」

「では……！」

「お父様にはわたくしから申し上げておきますわ。わたくしに王太子妃など務まりません、どうぞ候補から辞退してくださいませ、と」

「……ちょっと待とうか、アガーテ。私は今、君に求婚している。それなのにどうしてこの流れで、王太子妃候補の辞退という話になるんだ？」

「だって殿下も本当はお望みではないのでしょう？　こうして一応私への求婚の形を取ってくださるお気遣いには感謝いたしますが、わたくし、できることなら結婚相手とは温かな家庭を築きたいと願っておりますの。身分や立場だけで心の伴わない婚姻では、どちらも不幸になりますわ」

　アガーテとしては当たり前のことを言っただけのつもりだ。

　結婚したものの蓋を開けてみれば冷たい仮面夫婦だとか、心の癒やしを他に求めた結果外に別の家庭を作られるなんて不毛な結婚生活はごめんだ。

　それに純粋にエリックには幸せになってほしい。

　けれど悲しいかな、その気持ちはエリック当人には全く伝わっていないらしく、みるみる彼の顔が険しくなっていく。

「で、殿下？」

　あまりの表情の変化に驚いて、恐る恐る声を掛けたその時だ。

「……なるほど、私の望みが全く伝わっていないということがよく判ったよ」

　スッと跪いていたエリックが立ち上がった。

　再び彼の視線が高くなって、見下ろされる威圧感にアガーテの肩に力が入る。

「私を袖にしておいて、あなたは他の男と結婚するつもりなのだね」

「人聞きの悪いことを仰らないでくださいませ、袖にするも何も元々そういう関係ではございませんでしょう？」

　言い方はともかく、アガーテはそれほどおかしなことを言っているわけではない。

　エリックとはこれまで必要最低限の関わりしかない。

　アガーテがそれ以上を望んでも、エリックがそれに応じることはなかった。

　むしろ袖にされていたのはこちらの方だ。

　けれどエリックのその対応は正しかったのだと理解している。

　それに散々迷惑を掛けてきた立場としては、彼が本心から望んで自分に求婚しているとはどうしても思えない。きっと彼も身分の釣り合う令嬢と早急に婚約を結び直さねばならない立場なのだろう。

　なおさらアガーテはさっさと身を引いて、ここから退散するべきだ。

　この状況はどう考えても良いものではないのだから。

「それではわたくしはそろそろ失礼いたしますわ。ごきげんよう」

　さりげなく身体を横にずらしてエリックの腕をくぐるように身を屈める。

　だが彼はそのままアガーテを見送ることはしなかった。

　それどころか、どんと片腕が行く手を遮るように壁に突かれる。逆側へ回ろうとしたら、今度は逆の方を同じように。

　心なしか先ほどよりも身体の距離が近い。

　結果的にエリックの腕に左右の逃げ道を塞がれて、アガーテはそっとその眉を顰めた。

「……殿下、お戯れはそれまでになさいませ。清廉潔白な名が汚れてしまいますわよ」

　駄目だと判っているのに、不遜な言動が出てしまう。

　だがこれは仕方ないだろう。

　今、この状況だけで判断するならば、エリックの方が悪いはずだ。

　アガーテの知るエリックは決してこんな強引な真似をする人ではなかった。

　良く言えば品行方正、悪く言えば他者への執着心が薄い。

　それなのにこんな気を持たせるような強引な真似をされたら、もしかしたら少しは好かれているのかと期待してしまいそうになる。

　せっかく身を引こうと頑張っているのだから、未練など感じさせないでほしい。

　咎めるアガーテに、彼は笑った。

　やはり普段と違う、少し陰のある、だがどこかからかうような笑みで。

「私の名がどれほど綺麗であろうと、望む相手に効果がないのであれば意味がない。ならばいくら汚れたところで関係ないな」

「我が国自慢の王太子殿下が何を仰いますの。遊び相手が欲しいのでしたら他を当たってくださいませ」

「なるほど……その我が国自慢の王太子である私の言葉を、あなたは信じてくれず、あまつさえ遊ぶなら後腐れのない相手を探せ、と言うのだな。……私が過去に、あなたに不快な態度を取ってしまったことは心から詫びる。だが、こうと決めつけられて話の一つも信じてもらえないのは辛い」

　エリックがアガーテの肩に額を押しつけるように俯いてくる。

　辛い、という言葉どおり本当に辛そうな彼の声にじわりと罪悪感が湧いてきた。

　過去の態度についてエリックは詫びると言ったが、別に彼は間違った対応はしていない。

　彼には婚約者がいたのだから、アガーテに良い反応ができなかったのは当然のことで、むしろ婚約者がいると承知の上で迫っていた自分の方が悪い。

　彼を責めたり、根に持ったりすることの方が間違っている。

　けれど……頭ではそう理解していても本心では根に持っていたのだろうか。

　だから彼に袖にされ続けた苦い記憶は忘れられず、余計に今の自分を頑なにさせているのかもしれない、とそんなふうに考え込んでしまった時だ。

「一体どうすれば信じてくれる？」

「えっ？」

「私の言葉は信じられないのだろう？　なら、あなたの望みに添うしかない。どうすればあなたに本気で求婚していると信じてもらえるのだろうか」

　言い募るエリックの様子は真剣で、彼が本気で信じてほしいと願っているように感じてしまった。

（まさか王太子殿下は本気で私に求婚してくださっているの？　でもなぜ……家柄や身分が釣り合う令嬢なら他にもいる。こんな面倒な女を相手にしなくてもいいじゃない）

　アガーテは自分が王太子妃に相応しいとは思っていない、少なくとも今は。

　困った。

　ここはどうにかして諦めてもらわなければ。だって我が儘で気の強い失言ばかりを繰り返すような自分は彼に相応しくない。

　それに自分に王太子妃、ゆくゆくは未来の王妃なんて大役は務まらないと思う。

　不本意ではあるけれど、あえて彼に嫌われる言葉を探す。真面目な彼は、真面目な令嬢を好むだろう、とそう考えて。

「……では、一つお願いがあります」

「なんだ。何でも言ってくれ」

「わたくしを、この場で抱いてくださいます？」

　緊張で少しばかり震える声に力を込めて、わざと蓮っ葉な女に聞こえるように告げた。

　この申し出にはさすがにエリックも驚いたらしい。明らかに目を丸くしていた。

　それもそうだろう。未婚の令嬢が自分から抱いてくれだなんて破廉恥極まりない。

　きっと彼も呆れて見限るだろうし、絶対に呑めない要求のはずだ。

　もし彼が応じた場合、結婚は確実になるだろうが、婚前交渉の事実が世間に知られれば男女それぞれに周囲からの評価は暴落する。

　特にダメージが大きいのはエリックだ。何しろ彼はこれまで悪い噂のない、品行方正な王太子。

　特に最近は長年婚約関係にあったクレアと関係を解消したばかりである。

　彼女や公爵家とは納得し合った上での円満な解消だとしても、もしアガーテと関係があったなどと知られてしまったら、クレアとの婚約解消の要因は実は王太子にあるのではないかと、痛くもない腹を探られる可能性も出てくる。

　エリックにとってこの要求に応じるメリットはない。あるのはデメリットばかりだ。

　だから諦めて身を引いてくれるはず。

　と、そう思っていたのだけれど。

「……きゃっ!?」

　突然正面から抱きかかえられたのはその時だ。

　一瞬状況が理解できずにばたつかせた足が宙を蹴る。

　エリックより高くなった視点から彼を見下ろすけれど、見えるのはその金色の髪が大半で今彼がどんな顔をしているのかがよく判らない。

「殿下、下ろしてくださいませ！」

　アガーテはこの状況で暴れて良いのか、それとも相手に何か考えがあるのかと大人しくしているべきなのかの判断がつかなかった。

　結果的にその迷いは中途半端な抵抗になって、ろくに抗うこともできないままに運ばれてしまう。

　それでもこの後に及んでまだ彼女はエリックが、こんな手段を選択するとは思っていなかった。

　ぎょっとしたのは部屋の奥にある寝台に押し倒すように下ろされた時だ。

　大きく目を見開いた視界に、のし掛かってくるエリックの薄く笑う顔が見えた。

「……何をお考えでいらっしゃるの？　ご冗談にしては少し行き過ぎで笑えませんわよ」

　毅然と言い返したつもりだったが、声が震えてしまった。

　そんな彼女にエリックが目を細める。

「冗談などではないよ、もちろんね。大体あなたが言い出したことだろう？」

　確かにその通りなので、うっと一瞬口ごもった。

　だがすぐに気合いを入れ直して反論する。

「……女の軽口に王太子殿下が乗るなんて、それこそ冗談ではありませんわ。殿下はご自分のお立場をよくよくお考えになった方がよろしいのではなく──？」

　その時、抗議の言葉が途中で途切れた。

　彼が笑ったからだ。

　エリックは先ほどからずっと笑っている、だがその笑みの質が完全に変わった。

「……ああ、いいな」

　なんだろう。その声に背筋がぞくりとする。

　大きく見開いた瞳に映る。

　その頬を上気させ、どこか陶酔した、うっとりと自分を見下ろしているエリックの姿が。

「……殿下……？」

　図らずとも、声の震えが大きくなってしまった。

　身じろぎ一つできずに、恍惚とした様子の彼を見上げ続ける。

　王太子を怒らせるような発言をした自覚はあるが、こんなふうにうっとりとした眼差しをされる心当たりがない。

「殿下、一体どうなさいましたの……？」

　さすがに心配になる。

　見たところ、具合が悪いだとか、どこか痛めているという様子はないけれど……。

「こんな状況だというのに、私を心配してくれるのかい？」

「当たり前です。本当にどうなさったのです、何か問題でもございましたか？」

「本当に、あなたは良いね。強情で、強気で、一見無慈悲にも見えるのに実は情が深い」

「……殿下？」

「ねえ、アガーテ。あなたはどうして私が求婚したと思っている？」

　問いに問いで返すエリックに少しだけムッとしたけれど、彼の様子が常と違うことの方が気になってアガーテは素直に思ったことを答えた。

「クレア様と婚約を解消なさったからでしょう？　てっきり殿下はリーリア様を選ばれるのかとも思っておりましたが、そちらも他の殿方とご婚約なさった。だから代わりが必要になったのではございませんか？　殿下に釣り合う年頃でクレア様の次に身分が高いのはわたくしですもの」

　他に理由が思いつかない。

　躊躇いなく答えるアガーテに、エリックは小さく肩を竦めて見せた。

「半分は当たっている。確かにあなたの身分が高いことに、私は安堵しているよ。でも残り半分は違う」

「……なんですの？」

「私があなたを愛しているから。それでは理由にならないかい？」

　信じられない言葉を聞いて、またもアガーテの思考が真っ白になった。

　エリックのその言葉を告げる声には確かな熱があって、まっすぐにこちらを見つめる青い瞳は真剣そのものだ。

　疑う余地などどこにもない様子で愛を告げられれば、信じて瞳を潤ませる令嬢は山ほどいるだろう。

　だが……やや経って、アガーテの胸の内にこみ上げてきたのは喜びや感激とは全く違う、怒りの感情だ。

　この後に及んで、そうまでしても自分をからかうつもりかと、そう思ったからだ。

　その気持ちのままにエリックを睨んだ。一瞬彼がひるむほどの強さで。

「……ひどい侮辱ですわ。そのお言葉にわたくしが涙を流して喜ぶとお考えですの？」

「本当のことだ。逆にどうして信じてくれない？　信じられない理由はなんだ。あなたは以前から私を好いてくれていただろう？」

　カッと頬に熱が上った。知らぬ者がいないほど露骨に迫っていたのだから知られていて当然だが、いっそ気付いていないふりをしてくれた方が有り難かった。

　客観的に当時の自分を見て思うのは、恋情そのままに暴走した黒歴史だ。

　あれだけなりふり構わず必死にアピールして、でも少しも振り向いてはもらえなくて、周囲からも惨めだと笑われて。

　周りが見えていなかったからこそできたことだが、今はもう無理だ。

　指摘されると恥ずかしさと後悔と、そして苛立ちがこみ上げてくる。

　当時は全く振り向いてもくれなかったのに、候補者が二人続けていなくなった今になってこんなことを言うなんて、馬鹿にされているとしか思えない。

　不敬と判っていても、じとっと恨みがましい視線を向けてしまった。

「だって殿下はわたくしがどんなに気持ちを伝えてもそっけなく突き放すばかりだったではありませんか」

　嫌と言うほど心当たりがあるのだろう。エリックは一瞬「うっ」といわんばかりに顎を引き、それから言葉を選ぶようにその口を開く。

「……私があなたに良い反応ができなかったのは、婚約していたからだ。仮にも婚約者がある立場で他の女性に思わせぶりな態度など、そんな不誠実な真似は許されないだろう？」

「でもリーリア様にはお優しくなさっていらっしゃいました」

　これにもまた痛いところを突かれた、とばかりに再び彼が顎を引く。

　それがアガーテの目には図星を突かれた人の反応のように見えて、ますます意固地になる自分を止められない。

「友人として付き合っていただけだ、特別な意味はない」

「ご友人？　クレア様と婚約を解消してリーリア様を選ぶのではないかと噂されるくらい親しく付き合っていらっしゃったのに？」

「それは……本当に誤解なんだ。頼むから私の話を聞いてほしい」

「いいえ、聞きたくありません。今殿下に望むことは、今すぐわたくしを解放してくださることだけです！」

　頭のどこかでは、エリックがリーリアと親しくしていたのは、そう定められていたからだと判っている。

　だってまずはメインヒーローとヒロインが出会い、多少なりとも親しくならねば話が始まらない。

　そういう仕様なのだから仕方ないではないか。

　でもアガーテがそう思うのは前世の記憶を思い出していて、ここが元々はゲームの世界だと知っているからだ。

　でもそれを知らなかった頃は本当に辛かった。

　どれほど自分が努力しても友人にすらしてもらえなかったのに、後から現れたリーリアがあっさり彼の懐に入っていく姿にどれほど惨めな気持ちを味わったかなんて彼には判らないだろう。

　だからアガーテは記憶が戻ったその時に、真っ先にエリックを諦めることを決めた。

　これ以上惨めになりたくなかったから。

　それなのに、いまさらこんなことを言われたって困る。

「……帰ります」

　押し倒された格好から、強引に起き上がろうとした。けれどすぐにエリックに肩を掴まれて阻まれる。

「離してください！」

　振り払おうとしたけれど、その手も封じられてしまう。

「落ち着いてくれ、アガーテ。あなたを傷つけたことは謝るから」

「そんななおざりに謝られたって嬉しくありません。大体どうして笑っていらっしゃるの!?」

　そう、アガーテがこんなに怒っているのに、今、エリックは笑っている。

　爽やかな笑みでも、陰のある笑みでもなく、純粋に嬉しそうに。

　馬鹿にされているのだろうかと思った。だからその感情のままに笑みの理由を問い質した。

「いや……あなたがそれほど私のことを想ってくれていたのかと思うと嬉しくて」

「……は？」

「私に素っ気なくされて、そんなふうに傷ついて怒るくらいに想ってくれていたということだろう？　すぐに応えられなくてすまなかった、これからは大事にするから」

「正気でいらっしゃるの？」

　我慢できずに零れてしまった言葉だが、さすがにここまで言うと暴言だ。

　エリックは怒って良い……そのはずなのに、彼はまた笑う、本当に嬉しそうに。

「ああ、あなたのそういう裏表のないところが本当に好きだ。最高だよ、アガーテ、どうかもっと高飛車に、そして激しく私を罵ってくれないか」

「…………」

　怒りが、瞬時に冷めた。

　と同時に、なんだかヤバいな、この人、という警戒心がこみ上げた。

　言葉が通じている気がしない。

　その思いはそのまま顔に表れたはずなのに、ガラリと変わった状況に明らかに引いているアガーテの表情を見て、エリックはますます嬉しそうに笑う。ますますヤバい。

「結婚してくれ」

「丁重にお断り申し上げます」

「どうか私を罵ってくれ、あなたを傷つけた罰に！」

「どう考えても今、そのお言葉は不適切であるように思いますけれど!?」

　先ほどまでとは違った理由で声が上ずった。

　アガーテが拒否すればするほどエリックがキラキラとギラギラの両方を宿した瞳で恍惚とアガーテを見つめてくる。

　心なしか呼吸も荒く、体温も高い……ハアハアと興奮している姿にひどく危険なものを感じるのはアガーテの気のせいだろうか。

　これまでのエリックの優等生的雰囲気がガラガラと崩れ、ひどく残念な人に変わっていく。

「もしや、その……殿下は、そういうお好みの方ですか？　罵られたり高飛車に振る舞われたりすることに喜びを感じてしまうような……？」

　恐る恐る尋ねた。正直踏み込みすぎているように思うが、アガーテのそんな問いにエリックは笑う、先ほど以上にうっとりと陶酔した意味深な笑みで。

「もちろん、あなたの全てが愛おしいよ。だが……とりわけ私の心を強く揺さぶるのは、はっきりと言いたいことを言い放つ、君のその高潔とした振る舞いなんだ」

　高潔、と言葉で言えば立派だが、つまりは高飛車で傲慢な振る舞いが好きだ、と言われているも同然に感じてならない。

　まさか自分の短所とも言えるべき部分が誰かの性癖に刺さる日が来るとは考えてもいなかった。それも国が誇る王太子の性癖に。

　別にアガーテは個人的嗜好にあれこれと口出しをするつもりは全くないが、その嗜好に自分が巻き込まれるとなれば話は変わってくる。

　頭の中は完全にパニック状態である。

　今、切実に願う。どうか解放してほしい、と。

「アガーテ、愛している」

「ちょっと待ってください、状況が！　状況が理解できない……！！」

「あなたを手に入れるためなら私は何だってする」

「怖いですから！　普通に!!」

「そうか。ではやはりあなたの提案どおりにするしかないようだ。正直言葉で承諾してくれるのが一番だと思っていたのだが仕方ないね。だが、悪くない」

　またエリックは笑う、あのどこか妖しい危うさを感じさせる笑みで。

　逃げなければ、と咄嗟に身じろぎしたアガーテだったが、しかしそれは叶えられない。

　と言うのもエリックに全く逃がす気がないばかりか、彼は「何だってする」という言葉どおりに、手段を選ばずに行動に出始めたからだ。

　つまりそれは、実力行使。

　叫ぶアガーテの唇が物理で塞がれた。彼自身の唇で。

「んっ、んんっ!?」

　半ば強引にねじ伏せるように口付けられて目が白黒する。

　咄嗟に歯を噛みしめながらもがき、覆い被さるエリックの肩を力一杯叩いても、その身体は少しも揺るがない。

　そのまま呼吸を止めて、窒息しそうになる寸前で唇は一度解放されたけれど、

「いきなり何をなさるの！」

　抗議の声を上げた途端また口を塞がれ、今度は中途半端に開いた唇の隙間から肉厚の舌が忍び込んでくる。

　初めてのキスをいきなり奪われたばかりか、初心者相手に容赦のないディープキス。

　その舌に歯を立ててやれば良かったと思い至ったのは、散々に口内を貪られ、唾液まで啜り上げられた後のことだ。

「し、信じられない……いきなりこんなこと……！」

　肩で息をしながら睨むと、エリックは小さく肩を竦めてみせる。

「あなたが望んでくれたとおりのことをしようとしているだけだが？」

「う、売り言葉に買い言葉でしょう!?」

「一度口にした言葉には責任を持たねばならない。そうだろう？」

　正論を言っているように見せかけてエリックのやっていることは割とめちゃくちゃだ。

　確かに怒りにまかせて後先考えずにこの場で自分を抱けば信じてやる、だなんて愚かなことを口にしたのはアガーテが悪かったが、普通本当に実行するだろうか。

　なんとか逃れようともがくも、エリックは離してくれない。それどころか逆にしっかりと抱きしめられる。

　強すぎる抱擁にまたもや物理的に息が止まりそうなほどだ。

「あなたを傷つけたことを、本当に申し訳なく思っている。どうかあなたの気が済むまで罵ってほしい」

「それ全然謝罪じゃないですよね！　殿下にとっては嬉しいご褒美ですよね!?」

「否定はしないが、しかし申し訳なく思っているのは本当に事実なんだ。私だってできることならもっと早くにこの想いを打ち明けたいと思っていた。どうかそれは信じてほしい」

　そう言ってエリックはアガーテの片手を取ると、その指先に口付けてくる。

　自身の容姿の美しさが女性に対してどれほど強力な武器になるかを理解したように、甘い眼差しと仕草で。

　色気を多大に含んだ艶っぽい眼差しに思わず目を奪われてしまうが、すぐにハッとして首を横に振る。そこはたとえ嘘でも否定しておいてほしい。

　けれどエリックがあまりにも必死に訴えて抱きしめてくるので、だんだんアガーテの毒気も抜けてきた。

「……判りました、判りましたから……」

　結局はアガーテもなんだかんだ言いながら、エリックに弱いのである。諦めたつもりでも、鮮烈に心に刻まれた恋心はまだアガーテの心に深く根を張っていて、ちょっと水を与えられただけですぐに蕾をつけてしまう。

　その恋心が大きく花開かないうちになんとかしなければ。

　それに話を聞くと言わない限りはいつまでも離してはくれなさそうだ。

　この時のアガーテの「判った」という言葉の意味は、あくまでも「そちらの話を聞きます」という意味だ。

　しかしエリックはそうは取らなかったらしい。

「そうか……良かった」

　彼の端正な顔に浮かんだホッとした笑みにこちらまで身体の力を抜いてしまったのが最後の敗因だっただろうか。

　再び口付けられたのは、ほうと溜息交じりの吐息を吐いた、その直後だった。

「んんっ!?」

　またも白目を剥いたが、今度は先ほど以上の抵抗にはならなかった。

　と言うのもその口付けがこれまでよりも優しく柔らかく、それでいて甘いものだったからだ。

　それと同時に指先で耳の下から首筋をなぞるようにそっと撫でられて、不覚にもぞくぞくっと肌の下を駆け抜ける刺激に身震いした。

　こんな状況は望んではいないはずなのに、あろうことかその刺激を心地よいと思ってしまった。

　そう、アガーテの身体は本人の意地とは関わりなく、快感を抱いたのだ。

　そしてそのことがエリックに知られてしまっている。

　無理もない、たったそれだけの触れ合いにアガーテの肌はすっかりと上気し、その表情が快楽に蕩け始めているのだから。

　それは決して嫌っている相手に対する反応ではなかった。むしろその逆だ。

「ああ、良かった。私に触れられることに嫌悪感はなさそうだね」

「な、何を……お止めになって……」

　拒絶の声が弱々しくなったのは指先での接触が、今は手の平全体を使うようにデコルテから覗く肌に触れられているからである。

　自分よりも少し体温の高いその手に肌を擦られると、得も言えぬ感覚が肌の下の神経を痺れさせるように全身へと駆け巡って喉を震わせる。

「……あっ……」

　意図せず、自分でも驚くほどの甘い声が漏れた。

　それに気を良くしたのか、エリックは再びアガーテへと口付け、それは唇から頬へ、そして首筋へと移動しながらキスの雨を降らせてきた。

「だ、駄目、止めて……っ」

　こんなつもりではなかったし、こんなはずではなかった。

　そもそも何もかもが順序を無視していて、アガーテの心さえ置き去りになっている……そのはずなのに。

　エリックの肩を押し返そうと手で突っ張るも、上手く力が入らない。

　もっともそれ以前にアガーテの力程度では、のし掛かるエリックの想像よりも逞しい身体はびくともしないだろうが。

「本当に止めてほしい？　その割には声が甘くなっているように思うけれど」

「わ、わたくしは、そんなに簡単に身体を許すような女では……！」

「もちろん承知している。あなたがこんなに素直に蕩けてしまうのは、私が相手だからだろう？」

　なんという自信過剰な発言だろう。

　自分が好かれているという絶対的な自信がなければ出てこないような言葉に、心の内を見透かされている気がして、かあっと頬が熱を持つ。

　図星を突かれた羞恥と悔しさの両方で涙目になるアガーテだったが、すぐに呆けた顔になってしまった。

　というのもエリックがそんな自分に、ひどく優しく、そして嬉しそうに微笑んだからだ。

「あっ……」

　思わず見惚れている間に、無意識のうちに唇から甘い声が漏れる。

　いつの間にかデコルテを撫でていた彼の手が、そのまま胸の上へと降りて、柔らかな膨らみを包み込んでいた。

「可愛らしいね、アガーテ」

　無言で唇を引き結び、涙目のまま睨んだけれど、エリックはその視線を受けながら彼女の眦へと口付けを落とした。

　別段暴力や権力で脅されているわけでもないし、この状況に戸惑っていても恐怖を覚えてはいない。本気で抵抗しようとすれば、きっとできるだろう。

　それなのに強く突っぱねることができないのは、悔しいが彼の言う通り未練があるせいだろうか。たとえ一度限りでも、深く触れ合えるなら……と、そんな夢を抱いてしまうほど。

　絶対に後で面倒なことになると判っているのに。

「アガーテ。……アガーテ」

　熱っぽく名を呼ぶその声は、これまでアガーテが知っていた王太子の声とはまるで違っていた。

　彼女から明確な抵抗がないことを知るとエリックの手はますます大胆になって、肩から強引にドレスの生地を引き下げてしまう。

　あっ、と思った時にはもう素肌の胸が表にこぼれ出た後だ。

　弾むように姿を現した形の良い乳房を、エリックがその手で包み込んでしまう。

　やわやわと優しく揺らすように揉まれながら、ふっくらと尖り始めた先端の側面を親指で擦られると、びり、びりっと弱い電流のような刺激が走って、アガーテの背を浮かせた。

「あ、あ、ん……」

　意図せずエリックの前に胸を突き出す姿勢になったその膨らみに彼の唇が落ちる。

　片方の乳房を相変わらず優しく揉みながら、もう片方の乳房には肌を味わうように舌を這わされると、じわっと広がる愉悦にまた身体が震える。

　エリックの口付けは胸の輪郭を辿るように脇から胸の下の付け根、そして内側へとぐるりと回ってやがて淡く色を増したその先端へと辿り着いた。

　凝り始めたその場所へ彼が舌を伸ばすのと、もう片方の乳首を指で捻り上げるのとはほぼ同時だ。

「あぁんっ!!」

　これまでよりも強く肩が跳ねるような強い刺激に、信じられない声が出た。

　指でくりくりと捏ねられるのも気持ち良いが、濡れた熱い舌で舐られるのが特に気持ち良い。

　身体中の産毛が逆立つような刺激に駄目だと判っていながら、身もだえするのを止められなかった。

「胸だけで随分気持ちよさそうだ。快楽に素直なあなたも可愛い」

　可愛い、可愛いとエリックは蕩けそうな声で言うけれど、その言葉はどこまで本気なのだろう？

「やめ……お止めください、殿下……お願い……！」

　左右に首を打ち振るう度に、アガーテの波打つ豊かな黒髪がシーツの上で踊る。

「あなたのお願いなら全て聞き届けてあげたいけれど、そのお願いは聞けないな」

　強引に引き下げられたドレスはさらに腰の下までおろされて、露わになったなだらかな腹にも腰にも、エリックの両手がマッサージでもするように滑り降りる。

　そうしながらこれまで以上に充血して自己主張する胸の先を強く吸い上げた。

「う、あっ、あぁっ……！」

　全身が熱いがとりわけ腹の奥が熱い。

　どろりととぐろを巻くように熱が燻ってそれが内側に宿る官能を高めていく。

　いつしか互いの肌はしっとりと汗ばみ、触れる素肌同士が隙間をなくすように貼り付いて……それを無理に動かすことで生まれる強い摩擦による刺激が、さらなる快感を運んでくる。

　まだ触れられてもいない場所がわななき、奥からどろりと溢れ出るものがあることにアガーテは気付いていた。

（……これは夢？　そうよ、きっと夢だわ。そうでないと説明がつかないじゃない……）

　こうしていると、自分がゲームの世界に転生したことも、モブの侯爵令嬢であることも、そしてエリックが何やら妙な性癖をカミングアウトしながら強引に迫ってくることも、それを自分が拒みきれないことも、全てが本当に夢のように思えてくる。

　平たく言えばアガーテは現状について考えることを止めたとも言える。

　何より考えようとしてもエリックがそれを阻害するように愛撫を加えてくるのだから、真っ当なことなんて考えられるはずがない。

「ん、あぁ……っ」

　素肌を擦られるたび、胸に口付けを落とされるたび、そして敏感に尖った場所に舌と歯で刺激を与えられるたび、アガーテは悩ましくその身をくねらせた。

　図らずともその動きがいっそう胸を強調し、エリックの目を楽しませることになる。

　片方の乳首を充分に舐めしゃぶったら、今度はもう片方へ。

　触れられる時間が長くなるにつれ、彼の愛撫もより大胆になってきた。

「や、ん、はぁ……っ、あ、んん……っ」

　いつしかアガーテの両胸は彼の両手によって根元から絞り上げるように握られ、赤く充血した乳首をくびり出すように指で捏ねられながら、何度も何度も吸い、舐め上げられていた。

　まるでそこから何かを吸い出そうとでもするかのように。

　そんな風に、上半身の刺激に気を取られていたから、アガーテはいつの間にか身に纏っていたドレスやパニエ、下着が足元から脱ぎ落とされて全裸にされていたことに気付かなかった。気付いたのは両足を大きく割られた時だ。

「えっ、や、何を……！」

　もっとも繊細な秘部を彼の目前に晒した状態で、何をするつもりかと問い質してもその質問に意味はない。

　それでも襲い来る強烈な羞恥に慌てて身を捩って秘部を両手で隠そうとしたけれど、それよりもエリックの片手が降りてくる方が早かった。

「はぅっ！」

　思わずビクッと腰が浮き上がったのは、既にしとどに濡れていたその場所に指を這わされたからだ。

「ああ、いいな……綺麗に濡れ光っている」

　うっとりと呟きながらエリックはその場所に傷を付けないよう指の腹を襞の内側に潜り込ませながら、ゆっくりと撫で下ろした。

　当然ながらこれまでの人生で……いや、前世の人生を合わせてもそんなところを異性に触れられた経験のないアガーテは、初めて感じる未知の刺激に思わず、はっと短い息を吐く。

　もったりと柔らかな、それでいて無視できないぬるま湯に浸かるような愉悦だった。

　もっと強く鋭い刺激がくるものなのかと思っていたけれど、そこまで暴力的な快感ではない……だが、優しく上下に擦られると、じんわりと熱が広がるような心地よさを覚えて、腰が小刻みに震えてしまう。

　もっと、もっとといつまででも味わっていたくなるような気持ち良さだ。

「ぁ……ん、あぁ……」

　声がこれまで以上に甘くなる。身体の奥からどろっとまた新たな雫がしたたり落ちて、それがさらなる潤滑油となりエリックの指の動きを助ける。

　きっと彼は直接触れることで、アガーテの入り口が切なげに蠕動を始めたことに気付いているだろう。

　わななく密口の浅い場所を擽るようになぞられると、ツキンと針で刺すような尖った快感が走って、また腰が右に左にと小さくくねってしまう。

「どうかな……少しは気持ち良いと思ってくれている？」

「……そんなこと……」

　言えるわけがない。でも違うと否定することもできない。

　上気して真っ赤になった顔で、唇を震わせながら閉ざすアガーテに、エリックは笑う。

　優しく、けれどどこか倒錯的な笑みだと感じた。

「私は気持ち良い……あなたの肌が熱く吸い付くようで、どこもかしこも甘く感じる」

　肌が甘く感じるなんてちょっと信じられない。でもやっぱり否定できずにアガーテは大きく喉を晒すように背を逸らせた。

　エリックが言葉と同時に秘部の上部に隠れていた繊細な芽を、包皮の中から剥くように露わにしたからだ。

「ひ、あぁっ！」

　顔を出したその場所を指でそっと撫でられると、びっくりして腰を引きそうになるほどの鋭い刺激に襲われる。

　逃げる腰を追いかけるようにさらなる愛撫を加えられると、腹の奥で燻る炎が小さくぱちぱちと弾けるような、あるいは炎が温度を上げていくような感覚に理性を焼かれる気がした。

「や、あっ、そこ、だめ…………っ！」

「どんどん濡れてくる。入り口も綻んで……ほら、私の指が入ったのが判る？」

「やだ、変なこと言わないでっ……ああっ！」

　ぬくり、と身体の中に割って入るものの存在にまたアガーテは頤を上げた。

　一本沈んだと思ったら、すぐにもう一本。

　狭い未開の場所に沈み込んだその指は、道を広げるように動いてアガーテの初心な膣壁を擦り上げる。

　そうしながら表に顔を出した陰核も根元を揉みほぐすように扱き上げるのだからたまらない。

　まだ快楽を拾うのに不慣れな身体でも、根気強く愛撫を繰り返されれば徐々に凝縮する熱の高まりと共に頂点へと押し上げられることはそう難しくはなかった。

「あ、あ、あっ、あ、あああっ！」

　息が苦しい。指を差し入れられた内側から与えられるものはまだ快楽に遠い。

　それなのに陰核は神経の固まりのようで、そっと撫でられる度に体温が上がっていく。

　少し前まではほんのり湿る程度だった肌は、もう既に汗が珠を結び流れ落ちるほどに濡れそぼって、アガーテの呼吸を乱していた。

「いや、そこ、触らないでぇっ……！」

「怖がらなくて良い。一度達してしまおう。……ほら」

　執拗に陰核を愛撫される。

　そうしながら潜り込んだ指が腹の方に向かってトン、トンとノックするように内側から叩かれる。

　と同時に、頭を低く下げたエリックが、あろうことかむき出しになった陰核に、ちゅうっと吸い付いた。

　弾けたのはその直後のことだ。

「っっ!!」

　上がりそうになる悲鳴のような喘ぎ声を咄嗟に奥歯を噛みしめることによって堪えたけれど、腰が大きく跳ね上がることまでは止められなかった。

　全身の産毛が逆立つような、身体の中で何かが弾けるような感覚だった。

　アガーテの意志に関わらず腰はまるで独自の意志を持ったみたいに二度、三度と浮き上がって、その後もピクピクと陸に上げられた魚のように細かく跳ねる。

　内側に収められた指にぎゅうっと縋り付く様は、まるでそこから立ち退くことを許さぬと言わんばかりだ。

「っく……っ、は、はぁっ……！」

「上手に達したね。入り口も少し綻んできたみたいだ。これなら入るかな」

　これ以上、何が入るというのだろう。

　ただ一度達しただけでもう疲労困憊の身体を弛緩させるように投げ出していたアガーテは、そこでエリックがトラウザーズの中から取りだしたものを目の端に収めてしまい、途端にぎょっとする。

　思わず身を引こうとするけれど、それを見越したようにエリックに腰を抱え込まれて逃げられない。

「あ、あ、で、殿下、止めて、だめ……！」

「本当に駄目？　あなたがどうしても無理だというのなら仕方ないけれど……それで満足できる？」

　まるで試すような問いだ。

　こちらを挑発しているようなのに、彼自身の方が限界に近いような色めいた眼差しで問いかけながらその先端を入り口へと口付けるように押し当ててくる。

　それだけでアガーテの膣壁がぞろりとざわめくのが自分でも判った。

「この奥にほしくないか？　切なくはない？」

「それは……」

　ぎゅっと目を閉じた。エリックは片手でアガーテの腰を押さえながら、もう片手で己自身を支えて秘口の表面を擦り続ける。何とも淫蕩な仕草にアガーテの身体に一度弾けた熱が再び戻ってきて腹の奥を焼く。

　何より……僅かにほころびかけたそこが、痛いくらいに疼いてどうしようもない。

　くちり、と先端が浅い場所に沈んだ。

　力の限り抵抗すれば逃げられただろうけれど……。

「待って……待ってください、あや、謝りますから……！　余計なことを言ったわたくしが悪いんです、お詫びしますから……！」

　まるで子どものように泣き出した。けれどその理由は決してこの行為が嫌だからではない。むしろその逆だ。

　諦めたはずの恋心が引き摺り出されるのが怖い。喜んで受け入れてしまう自分が怖い。

　初めて恋をした人と結ばれる喜びを知ってしまうことが怖い……だってそんな経験をしてしまったら、せっかく諦めようとした努力が無に帰して、また外聞もなく彼を追いかけてしまいそうで。

　けれど言葉とは裏腹にアガーテの両手は懸命にエリックに縋り付いている。離れていかないでと、そう訴えるように。

　そのアガーテの言葉にできない望みを理解しているようにエリックは柔らかく微笑む。

「あなたが詫びる必要など何もない。挿れるよ」

　そして宣言と共に、容赦なく押し入ってくる雄芯が与えてくる圧迫感と痛みに、アガーテはよりいっそう彼の腕に縋り付きながら高い声を上げた。

「あ、あぁ、ん、んんっ……痛ぁいっ！」

　身のうちを引き裂くような痛みに思わず悲鳴が混じる。

　限界まで広げられた両足の間、エリックが彼女の様子を窺いながらも確実にその腰を埋めていく。

「ああ、出血しているな……ごめん、痛いだろう。もう少しだけ頑張ってくれ」

　良く言えばまるで磔にされた蝶。悪く言えばひっくり返った蛙。

　決して美しい姿ではないのに、痛みを訴えながら涙を散らしつつも、顔と言わず首筋と言わず、真っ白な肌をうっすらと桃色に染め上げて懊悩するように首を打ち振るうアガーテの気を散らすようにエリックが彼女の肩を、腰をさすり、胸を揉み、額や頬に口付けを落としてくる。

　不思議とそうされると痛みを堪えられるような気がして、アガーテは身をのけぞらせながら奥歯を噛みしめた。

　ぽろぽろと生理的な涙をこぼしながら耐える彼女を見つめるエリックの眼差しは優しくもあり、愛情深くもあり、まるで酔っているかのようでもあった。

「あ、あ、あぁっ……」

「奥まできた。これで君は私の妃だ。私がここにいるのが判るかい？」

　エリックの大きな手の平がアガーテの下腹を撫でる。

　華奢な女の細腰の最奥を串刺しにする凶悪な男の肉槍は、アガーテのもっとも深い場所を突き上げても萎えることなく、それどころかどんどん質量を増しているように感じた。

「あなたの中が私を咀嚼しているようだ……」

　完全に互いの腰が重なったところでエリックはその動きを止めたが、少しでもアガーテの身体の強ばりを解こうとその手で両方の乳房を揉み、尖って膨らんだ乳首を指で扱く。

　そうしながら汗ばんだ腹に口付けを落とす。

　そのたびにアガーテはびくびくと身を震わせ、途切れ途切れに喘いだ。

　そうしたエリックの努力が実ったのか、最初のうちアガーテの膣壁は迎え入れた男を拒絶して押し返すかのように固く強ばっていたのに、やがて柔らかく奥に導くように蠕動する動きに変化していく。

「は、はっ……あ、んんっ……」

　その蜜洞がまるで別の生き物になったかのように彼自身に吸い付いて、絞り上げるような痙攣を繰り返すうち、エリックはじっとしていることが堪えられなくなったのだろう。

　少しずつ……本当に少しずつ、腰を揺らし始めた彼の腰に合わせて、アガーテの身体にも変化が現れ始めていた。

「……あなたの腰が動き出している」

「し、しらな……勝手に、動いて……っ」

「大分柔らかくほどけて吸い付くようになってきた……まだ痛いかい？」

　心配そうにエリックに顔を覗き込まれて、思わず羞恥で視線を彷徨わせた。

　実のところ、彼の手に肌を擦られるのは心地良かった。

　痛いくらい張り詰めた乳首も指先で転がされるだけで肩が細かく跳ねるくらい気持ち良かったし、彼の体温そのものに確かな快感がある。

　その感覚をアガーテは必死に追いかけていた。

　貫かれているところも痛みはまだあるけれど、我慢できないほどではない。

　エリックの問いには答えなかったが、彼女の身体の変化で察したのか、それまで優しく揺らす程度だった動きが前後運動へと変化する。

「あ、あっ、あん、ふ、あっ」

　長大なモノが内壁を擦りながら引き抜く寸前まで下がり、かと思えば襞を巻き込むように沈み込んでアガーテの最奥を押し上げる。

　一番奥を突かれると内臓ごと押されるようで苦しいのに、淫らで粘着質な水音と共に幾度か抜き差しを繰り返されると、どんどん痛み以外の感覚……はっきり言うならば快感が膨れ上がって、アガーテの声が甘くなる。

「はぁん、あ、ああっ、は、ん、んんっ！」

「ああ、良い……温かくて、必死に吸い付いてきて……健気だな」

　何をもってエリックが健気だと言うのかは判らなかったけれど、彼が良いと低く漏らす声にぞくりと身が反応したのは確かだ。

　きゅっ、とひときわ強く自分の中が彼自身を締め上げたのが判る。

「っ」

　その瞬間、エリックが快感を堪えるように息を詰めたのも。

「は……はっ、はぁ……っ」

　乱れる呼吸の中、アガーテの身を揺するエリックの額から流れ落ちた汗が、揺れる乳房の上に落ちる。

　その汗は肌の上でアガーテの汗と混じり合い、身体の丸みを伝ってシーツへ染み込み……そんな僅かな刺激にさえピクリと肌を震わせながら、震える両腕を彼の首裏に回していた。

（もういい、もうなんでも……今は早く楽になりたい……！）

　考えることも抵抗も全てを捨てて、アガーテは高められる身体を解放させたい一心で彼を抱きしめた。

　同じようにエリックもアガーテを抱きしめる。

　重なった互いの胸が重なり合い、汗で滑る感覚も、相手の肌で胸の先が擦れる感覚も全てが気持ち良くて、いつしか夢中になって身を揺すりたて、擦りあわせ、そして抱き合っていた。

　思わぬ形で始まった情交が、終わりへと近づいたのはどれほど抱き合った後のことか。

　じゅぷじゅぷと耳を塞ぎたくなるような水音と共に最奥を穿たれ、共に吐き出す呼吸が乱れに乱れて汗の雫を飛ばすように身を震わせた時、アガーテも、そしてエリックもほぼ同じタイミングで頂点へと駆け上がる。

「……っ、く、は……アガーテ……愛しているんだ。……逃がしてやれなくてごめん」

　目を見開いた。彼の言葉の真意を知りたくてその顔を見ようとしたけれど、それよりも早くに、ぐりっと良い場所を抉られて、そこを始点に一気に全身に広がっていく熱の波動のような愉悦に、初心なアガーテの身体はひとたまりもなかった。

「あああああっ!!」

　目の前が白くチカチカとする。自分自身がどこかに飛んでいってしまいそうで、汗で滑る彼の背に爪を立てながら、ガクガクと全身が波打つように震え、腹の中から何かが弾け飛ぶような感覚に腰が大きく跳ね上がった。

　絶頂と共に渾身の力で縋り付く女の密壷に、男の肉茎が締め上げられたその瞬間に、固く膨らんだその先端から溢れ出た白濁が胎内に向かって叩き付けられる。

　胴震いを起こしながら最後の一滴まで注ぎ込むエリックの欲望を受け止めながら、アガーテの腕がずるりと力尽きたように解け、力なく身体の両脇へと落ちた。

　疲労感がひどい。慣れない行為に全身が疲れ切り、関節という関節が怠く軋んで、もう指一本動かしたくない。

　そんなふうにぐったりと動かないアガーテに、エリックは笑った。

　多くの人が彼を爽やかで品行方正な王太子だと褒め称える笑みで。

　けれど狙いを定めた獲物を逃がさぬとばかりに執着する陶酔した笑みで。

　考えなくてはならないことがある。

　でも今は、何も考えられそうにない。

　相反する二つの笑みを混じり合わせながら、満足そうに唇を寄せてくるエリックからの口付けに逃れる気力もないままそれを受け入れたアガーテは、自分が蜘蛛の糸に絡まった蝶になったような錯覚を抱きながら、そのまま重たい瞼を閉じた。







第二章 裏の顔が思った以上に危なかった件について








　図らずともエリックに抱かれることとなった舞踏会の夜から三日が過ぎた。

　初めての情事の後、アガーテが帰宅したのは、夜明け近くになってからのことだ。

　疲れ切って少しの間眠ってしまったみたいで、目覚めた時にエリックに抱き寄せられるような姿勢であったことに心臓が止まりそうなほどに驚き、それからこんな時間まで王宮に留まっていたことに焦った。

　違和感の残る身体を引きずるように昨夜脱がされたドレスの着付けを頼み、引き留めるエリックを振り切って、手配を頼んだ馬車の用意ができ次第すぐに城を出た。

　殆ど這々の体での帰宅である。

　早朝の帰宅となった娘に当然両親は報告を求めてきたが、まっすぐ自室へと戻り、そして引きこもった。

　説明が面倒でもあったし、怖くもあった。何よりアガーテ自身が現実を受け入れられずに動揺していたのである。

　この有様で両親に上手い説明などできるわけもない。

　しかし結局昼過ぎにはエリック自身がやってきて改めて求婚されたので、もはや説明せずとも一晩どこで誰と何をしていたかは結局知られてしまったのだけれど。

　もちろん両親は大喜びである。

　侯爵家から未来の王妃が誕生するのだから貴族としてこれほど喜ばしいこともあるまい。

　アガーテとしてもこうなっては逃げられる可能性は低いと判っている。

　だが、だからといってこのまますんなりと受け入れるのはエリックの思惑にまんまと嵌まったようで悔しい。

　それにやっぱり釈然としないモヤモヤとした思いもある。

　だからそれを晴らすために、駄目で元々とクレアとリーリアの二人に連絡を取ったのである。

　大体二人が同時期に示し合わせたようにエリックとは手を切って、他の男性と婚約するなんてタイミングができすぎていて、何かあったと思って当然だろう。

　そもそも常識的に考えてまず、王家が決めた婚約が破談になるということ自体がありえない。

　それが大騒ぎにならずに丸く収まっている辺り、裏で何かしらの取引が行われたに違いない。本来なら首を突っ込むべきではないと理解していたが、その取引に自分が巻き込まれているのではないかとなれば話は違う。

　少し話を聞きたいとそれぞれ別個に手紙を出したアガーテに、それならば三人で一度お茶会をしましょうと提案して席を設けてくれたのはクレアだ。

　彼女の招きに応じて公爵邸へと向かえば、既にリーリアが到着していて、こうして三人は同じテーブルに着いたのである。

　はっきり言って、これまでの社交界での関係を考えれば、三人だけのお茶会など考えられなかったことだ。

　けれどアガーテからの連絡を受けてすぐに席を設けてくれた様子からして、二人はこちらの用件をなんとなく理解していたらしい。

　その証拠に、当たり障りのない挨拶の後でアガーテが思い切って、

「不躾な質問であることは承知の上でお尋ねしますけれど……お二人が殿下との結婚を避けられた理由を教えてくださいませんか？」

　と切り出すと、二人は気を悪くした様子もなく、それどころか「ああ……」となぜアガーテがそんな問いをするのか、その理由に心当たりがあるような様子でそれぞれにばつが悪そうな顔をして答えたのだ。

　エリックがアガーテを気にしていることは、もう随分前から知っていたと。

　クレアは言った。

「あなたもご存じのとおり、私と殿下との婚約はまだお互いが十にもならないような年齢のころに決められたものです。殿下は当初からお優しくて素晴らしい方でしたが、殿下のお心が私にないことは早い内から承知していました」

　公爵令嬢のクレアと、王太子のエリックとの婚約は王家が国内の貴族との力関係を考慮しながら、もっとも適切だろうと判断されて組まれた政略結婚である。

　けれど二人の仲は決して悪くはなかったはずだ。特別想い合う関係ではなかったにしろ、婚約者として上手くやっていたように思う。それなのに。

「殿下は大人びた理性的でお優しい方。けれど誰に対しても特別扱いはなさらない方です。それは私に対しても、リーリア様に対しても変わりありません」

　クレアの言うことの前半には同意できるが、後半には同意できない。

　クレアに対してもリーリアに対しても、エリックは自分よりよっぽど二人と親しくしていたように思う。

　その感情が表情に表れたのか、アガーテの反応にクレアは苦笑しつつ、言葉を重ねる。

「どうぞお気を悪くしないでいただきたいのですけれど、アガーテ様はご自分のお気持ちにとてもまっすぐで素直な方。けれどそのやり方はあまり褒められたものではなかったでしょう？　とにかく一直線、体当たり的な感じで令嬢らしからぬと言いますか」

「……はっきり仰るのね」

「ごめんあそばせ？　でもそんなあなたをあしらった後は、なぜか決まって殿下のご機嫌がとても良くて」

　心当たりがあるのか、リーリアも大きく肯く。

「私も思いました。アガーテ様のアピールは普通だと上手くいっているようには見えないし、殿下も確かに当たり障りない対応しかなさっていないのに、なんだかとても楽しそうだなあって。殿下はお優しい方ですけど、特定の方に執着することはないので」

　その言い方ではまるでアガーテのことは特別扱いをされていたみたいに聞こえる。でも全くそうは思えず、つい先ほど思ったことをそのまま口に出した。

「そうかしら。クレア様やリーリア様には執着なさっていたように思いますけれど」

「私は付き合いが長いだけですわ」

　あっさりクレアが答えれば、

「私とも、遭遇率が高かっただけです」

　続くリーリアのあっけらかんとした返答にアガーテは思わず沈黙してしまう。

　確かに乙女ゲームのヒロインとメインヒーローが遭遇しないとシナリオが始まらないから、エンカウント率が高いのは当然かもしれない。

　それにクレアだって、彼女の言うとおりエリックとの付き合いはアガーテよりずっと長い。

　顔を合わせる機会や共に時間を過ごす機会が多ければ、共通の話題や体験も増えて、その分外野からは親しく見えることもあるだろう。

　しかしどいつもこいつも容赦がない。

　あしらうだの、上手くいっているようには見えないだの、当人を前に言う台詞かと思う。

　だがそれが世間一般的な評価だ。

　それなのに、アガーテの知らないところでエリックが嬉しそうだった、なんて聞かされるとなんとなくソワソワと落ち着かない気分になって、顔がじんわり熱くなってしまう。

　そんな反応をしてしまった後で、ハッと気付いた。

　クレアとリーリアが妙に微笑ましげな眼差しでこちらを見ていることに。

　赤くなっていた顔を咄嗟に扇で隠し、慌ててツンと顎を上げた。

　いかにも取り繕いました、という体裁になってしまったが仕方ない。

「か、仮にそうだとしても、クレア様が身を引く理由にはなりませんでしょう」

　それに対して返ってきた答えは随分とケロッとしたものだった。

「あら。充分理由になりますわ。だって私、婚約者に捨てられた惨めな令嬢にはなりたくありませんもの。それくらいならこちらから振って差し上げた方が良いでしょう？」

「なぜクレア様が振られるのです？」

「エリック様は執着を持たない方。そんな方が特定の人物に執着したなら、それはもう強力なものになるだろうことくらい簡単に想像できますもの」

「大体アガーテ様もいけないんですよ。あんなに殿下大好きとアピールなさっていたのに、急にピタッと止めて他の方たちとのお見合いを繰り返して殿下を煽るから。こんな効果的なやり方はないと感心したくらいです」

　クレアの言葉に続くようにリーリアにも告げられて、唖然とした。

　確かにここ二ヶ月ほど婚活に励んでいたが、別にエリックを煽る意図があったわけではない。

　むしろ逆だ。実らぬ恋で娘時代のもっとも良い時期を無駄にするのは惜しいから、早い内に結婚相手を探そうと……まあ結果は芳しくはなかったのだけれども。

「それを知った時の殿下がもうとても恐ろしくて。これから絶対何かしでかす気がひしひしとしましたの。私としましても、他の女性とのトラブルに巻き込まれるのは御免被りたいので」

　本当に恐ろしいと言わんばかりにクレアが己を抱きしめる仕草をすれば、続いてリーリアは神に祈る仕草で両手を胸の前で組み合わせる。

「私もです。殿下はとても素敵な方ですけれど、失礼な言い方ですが私には手に余るなと。それならいっそ、当人同士で結ばれた方が平和かなって」

「……よく陛下や公爵が納得なさいましたね？」

「そこはほら、殿下ですもの。あっという間に説得してしまいました。あなたが他にお相手を捜していると知ってからは素晴らしく手際がよろしくて、怖いくらい」

　そこでフッと言葉を句切ったクレアの視線が遠くなる。

「そんな殿下を見て思いましたの、これはさっさと逃げた方が良い、と。こんな厄介な人を受け入れられるのはあなた以外は無理だって」

「わたくしだって無理ですわ!?　っていうか、厄介ってはっきり仰いましたわね!?」

　突っ込む声が高くなった。

　言い方こそ柔らかいが、二人ともエリックのアガーテへの執着を感じて手に負えなくなりそうだったから面倒になって身を引いた、ということだ。

　つまりそれを知らないアガーテはうっかり逃げ遅れて、まんまと美味しくいただかれてしまったということか。

「殿下からロレンス侯爵家に正式にお申し入れがあったのでしょう？　おめでとうございます。王太子妃教育は大変だとは思いますが、お困りのことがあったら仰って？　私で良ければお力になりますわ」

「私はそちらの方ではお役に立てませんけれど、お話ならいくらでも聞けますから！　この機会に仲良くなれると嬉しいです」

　恐ろしいことにクレアもリーリアも本気でアガーテを祝福している。

　実に協力的な二人に共通しているのは一見良いことを言いながら、しかしその実はしっかりとアガーテを生け贄の羊にしているところである。

　ヒロインだけでなく悪役令嬢にまで揃って、これは無理だと手を引かれてしまうメインヒーローってどうなんだろう。

　こんな展開はゲームのシナリオには影も形も存在していなかった。

　ザコ令嬢とプレイヤーに笑われるほど残念な令嬢だと言われていた自分がメインヒーローであるエリックとどうにかなるなんて、いくら考えても戸惑いと困惑に襲われる。いつかどこかで大きなしっぺ返しが来そうで。

　どちらにせよ、アガーテは既にエリックと物理的な関係を持ってしまった。

　それにエリックが舞踏会からアガーテを連れ出した姿は多くの人が目撃している。

　まさか夜まで共にしたとまではさすがに思われてはいないはずだけれど、お喋りな人々の関心を引いたことは間違いないだろう。

　そのうち、無責任な噂が流れ出しても不思議はない。

　王家だってこの縁談を纏めようとするはずだ。

（でもだからってなし崩し的に結婚するなんて嫌よ。だいぶ今更感が漂うけれど、ここはやっぱりきちんと話をしなくちゃならないわよね。言われたことにハイハイ肯くような簡単な女ではないと教えて差し上げなくては）

　そう心に誓うが、エリックが彼女を気に入ったきっかけが、こういうところであったということにアガーテは気付いていない。

　そんな気持ちでお茶会を終えたアガーテは、その翌日エリックとの話し合いの場を持つために王城へと出向いた。

　そうして告げたのだ。

「このまま外堀を埋められて結婚というのはやっぱり納得ができませんわ。殿下は既成事実を作ってわたくしを取り込んだおつもりかもしれませんけれど、それは大間違いですわよ！」

　びしっと、毅然と、流されることなく、要約すると「一度抱いたくらいで舐めんなよ」と言ったつもりだった。

　けれど、エリックはというと誰もが見惚れる綺麗な顔なのに、途端に残念になるほどのうっとりと陶酔した眼差しを向けてくるばかり。

　まるで高飛車に振る舞われることに快感を抱いているようで……全くもって、何が良いのか理解できない。

　世の中には邪険にされたり、居丈高にされたりすることに快感を覚える人がいると聞いたことはある。

　別にまあ、それはいいのだ。誰にだって他人にはちょっと理解してもらえない、秘密にしたいことの一つや二つは存在するだろうし、迷惑を掛けない範囲で楽しむ分には問題ないと思う。

　この場合、アガーテはガッツリと巻き込まれてしまっているわけだが……ついしみじみと言ってしまった。

「……一体、本当に殿下はわたくしの何が良くて望んでくださいますの？　はっきり言って、わたくしは家柄が良いだけの鼻持ちならない娘でございましょう？」

　まっすぐで素直だとクレアは言ってくれたが、それはあくまで自分の欲望に関しては、と注釈がつく。

　自分に都合の悪いことは道理に反していても目を瞑ることも少なくないし、両親は厳しかったけれど、なんだかんだとある程度望みは叶う人生を送ってきたので、基本的に我が儘な性格をしていると思う。

　前世の記憶が蘇ったことで多少は理性的になったものの、アガーテという人間が変わったわけではないから、何かきっかけがあれば以前のように暴走する可能性だって充分ある。

　高位貴族令嬢としての教養は学んでいても、将来の王妃に相応しい教育はもちろん受けていないし、人望があるとも言いがたい。

　自分で言うのもなんだが、エリックに望まれるような取り柄はないに等しい。

　彼が高飛車な令嬢に性的興奮を抱く、ちょっと変わったタイプの性癖の持ち主だったとしても、条件が合えば良いのなら、何もアガーテに拘る必要はないはずだ。

　じっと疑わしげな視線を向けるアガーテに、彼はごほん、と一つ咳払いをしたのちに苦笑交じりに答えた。

「先に言っておくが、私はあなたが私の嗜好に合う令嬢だからというだけで好意を持っているわけではない。もちろん高飛車なあなたも大変に魅力的でそれだけで達してしまいそうになるくらいに昂ぶるが」

「お口が過ぎますわ、少しはお隠しくださいませ」

　そんな赤裸々な告白をこの美貌の口からは聞きたくない。思わず半眼になるアガーテに、しかしエリックは構うことなくうっとりとした眼差しのままに続ける。

「そのような振る舞いの下に隠された、素のあなた自身も愛おしいと思っている」

「そ、そんなことを仰って……殿下はわたくしのことなど、うわべ以上のことは何もご存じではないでしょうに」

「確かに私が知っているのはごく一部だが、それでもあなたが実は心優しく善良な女性であることは理解しているつもりだ。高慢に振る舞って見せるのは、そうすることで自分を保とうとしているからではと思うし、きつく当たってしまった後で相手を傷つけてしまったのではと後悔していることも知っている」

「な」

「私は、あなたが困っている下位貴族令嬢を裏でさりげなく助けたり、アドバイスをしたりしている姿を見たことがある。それも一度や二度ではないだろう？」

　なんのことでしょうかと、とぼけようとして、でもできなかった。それよりも先にエリックが言葉を重ねてきたからだ。

「最初に私がそれを見たのは、五、六年程前だったかな。同年代の貴族家の子息や令嬢を集めて交流を図った王家主催のお茶会にあなたも出席していた。覚えているかい？」

　覚えている。アガーテが初めてエリックと間近で会って、そこで彼に恋をしたのだから。

「上は公爵から下は男爵まで。実に幅広い爵位で招かれた子息や令嬢達だったが、中には……特に下位貴族家では王宮で通用するほどのマナーが判らず、それが原因で上位貴族の子ども達に言いがかりを付けられたり馬鹿にされたりする者がいたね」

　確かにそうだ。これまでの慣例で上位貴族家の子息や令嬢が招かれることはあったが、その範囲が下位貴族にまで及ぶようになったのはあの時からだ。

　そのため当時は、突然声がかかった下位貴族の中では王宮で通用する高いレベルの宮廷作法をマスターしていない者達も少なからず存在し、付け焼き刃の作法に随分と苦労していた。

　きっとそんな者達にとってはどれほど高価なお茶やお菓子も、砂を噛むような味しかしなかっただろう。

「多くの者は、きちんと学んでこない方が悪いと考えていた。無視をするならまだ良い方で、中には未熟な作法を責め立てて笑いものにする者もいた。そんな中で、彼らを庇ったのはあなただけだったよ」

　学ばない方が悪い、という考え方は半分当たっていて、半分は間違っているとアガーテは思う。同じ貴族でも爵位の高さによって子どもに与える教育の内容には違いがある。

　それを承知で充分な時間を与えられていたのなら前者だろうが、そうでないなら気の毒だ。そして当時の下位貴族にまで及んだお茶会へ招待されたときは後者の方だった。

　侯爵令嬢として充分な作法を身につけていたアガーテは、教科書どおりの判りやすい作法で振る舞った。そんな彼女の振る舞いを真似て乗り切った者達がいる。

　また上位貴族家の子息に言いがかりを付けられて縮こまっていた下位貴族令嬢へは、あえて間に割って入り、その間に令嬢を逃がしたことがある。

　もっともアガーテには上手に場を纏めることまではできず、その後言いがかりを付けてきた子息とは大喧嘩になり、最終的には令嬢らしからぬ鉄拳制裁となって相手を泣かせてしまった黒歴史までセットだが。

　これが原因でアガーテは手の着けられない我が儘な令嬢として名を広めてしまったのだ。

「あなたは気が強く、言動がはっきりしているために、確かに誤解されやすいタイプだろうが、正義感に溢れた人でもある。あなたに助けられた令嬢達は感謝していたよ」

　懐かしい思い出を語るように目細めて笑うエリックの表情は甘い。

　……なんだかまたじわじわと頬が熱くなった。奇妙に落ち着かない気分になるのは、高飛車な振る舞いを責められることはあっても、褒めてもらえることはあまり経験がないせいだ。

「それに日頃、気の強いあなたが快楽の前にとうとう観念して素直になる姿も大層可愛らしい。いつまででも啼かせてしまいたくなるし、溺れてしまいたくなる。真っ赤な顔と潤んだ瞳で私を見るあなたの顔は……」

「少しぶっちゃけすぎですわ、お口を閉じてくださいませ」

　アガーテは確信した。

　まさか憧れの王子様がそんな、と思う気持ちが邪魔をして無駄な抵抗をしてしまったけれど、今ならはっきりと言える。

（間違いない。この王太子、変態だ）

　人によってはこの程度で変態とは言わないと言うかもしれないが、アガーテにはそう思えたのだから仕方ない。

　途中まではせっかく良いことを言ってくれていたのにその後が残念すぎる。

（でも……悪い噂ばかりが広まっていると思っていたのに……殿下はちゃんと見てくださっていたのね）

　それを素直に嬉しいと感じて、否応なく頬に熱が昇った。

　まさか彼がそんなふうに思ってくれていたなんて……うっかりと流されて彼の求婚に肯いてしまいそうになる自分を慌てて奮い立たせる。

「で、でもそれなら、どうしてあんなに素っ気ない態度でしたの？　私、これでも結構傷ついていたのですけれど。いくら婚約中とはいえもう少し上手い対応の仕方があったのではありません？」

　アガーテから問われて、エリックは困ったようにその眉を下げた。

「それは……一生懸命なあなたが可愛すぎて」

「……は？」

　なぜ素っ気ない態度だったのかという問いに対する回答に、可愛すぎたからというのはちょっと理解できない。思わず素で平坦な声を漏らしてしまったアガーテに彼は珍しく言い難そうに口ごもりながら言った。

「……必要以上に素っ気なくした自覚はあるが、突き放して距離を取らないと……その、自分がどんなことをしでかすか判らなかったんだ」

　……なるほど。一応はエリックも自制する努力はしていた、というわけか。

　あの夜見事に自制を吹っ飛ばしてしまった前科がある人の言葉は実に説得力がある。下手をすれば先日のようなことが、もっと早いタイミングで起こっていた可能性がある、と。

　じわっとこれまで以上に頬が熱を持った。流されてはいけないと判っているのに、つい流されそうになってしまう。

　ごほん、とぎこちない咳払いをした後、話を切り替えるように切り出した。

「お、お話は判りました。ですがわたくしは王太子妃には相応しくありません。殿下にはもっと素晴らしい方がいらっしゃいます。あの夜のことも一時の気の迷いです。どうぞ一夜限りのこととしてお忘れくださいませ」

　貴族令嬢としての結婚は無理になってしまったが、元々婚活にもそれほど身が入っていたわけではないし、これを機にまた別の生き方を探しても良い気がする。

　と、未来への構想を考え始めた時だ。

「……無理だ」

「えっ」

　一瞬、あまりにも聞こえた声が低すぎてエリックの声だとは思わなかった。

　ぱちぱちと瞬きをして周囲を見回し、ようやくエリックに視線を定めたアガーテは、そこで思わず「ヒッ」と小さな悲鳴混じりの声を漏らしてしまう。

　というのも……エリックがそれはそれは据わった、重く淀んだ眼差しでこちらを見つめていたから。

「で、殿下……？」

　怯えるアガーテの向かいのソファから、彼がゆらりと立ち上がる。

　咄嗟に逃げなくてはと腰を浮かしかけたけれど、それよりも早くにソファの背もたれに押さえつけられるように正面からのし掛かられてしまった。

　恐る恐る見上げれば、今度はひどく悲しそうな瞳をしていて……思わず「退けてください」という言葉が喉の奥に引っかかってしまう。

　エリックは言った。

「あなたが怒るのも当然だ。理由があったとはいえ、あなたにまっすぐ向き合えなかった私の咎だ。だが……どうか気の迷いだなどと言わないでくれ。あの夜、私は間違いなく人生でもっとも深い幸福を味わっていたのだから」

「……怒ってなどおりません。先ほどは責めるようなことを言ってしまいましたが……殿下の振る舞いは正しいものだと理解しています。そもそも婚約者のいらっしゃる方に節度なく近づこうとしたわたくしの方が悪いのです」

「だがあなたは私から離れようとしている。あなたが結婚相手を探し始めたと聞いて私がどれほど驚いたか判るかい？　幸い皆、私の願いを聞いて手を引いてくれたが、もしそうでなかったらと思うとゾッとする」

「それは……って、ん？」

　あまりにもエリックが悲壮感たっぷりに言うものだから、なんだか申し訳なくなってしまったが、何やら今聞き捨てならないことを言わなかったか？

　私の願いを聞いて手を引いてくれた？　誰が？　これまでの見合い相手が？

「……殿下。もしやと思いますが、わたくしのお見合いがことごとく上手くいかなかったのは」

「……さて、なんのことかな」

　じっと見つめながら問えば、すいっと視線を外される。

　実にわざとらしく判りやすい反応に天井を仰ぎたくなった。

　てっきり見合いが上手くいかないのは皆、過去のアガーテのやらかしや為人が気に入らなくてお断りされていたのかと思ったが、裏で王太子に『お願い』をされていたのなら、どんな良い条件を出したとしても上手くいくはずがない。

　はー、と深いため息を吐くと、エリックが今度は叱られた子犬のように項垂れる。

「……すまない。あなたを奪われたくなくて……それで」

「……もういいです。過ぎたことですから。でも……とても信じがたいのですが、そこまでなさるくらい殿下は本当にわたくしを好いてくださっているのですか？　一時の遊び相手としてとか、からかいとかではなく？」

　エリックは未だにアガーテにのし掛かったままで、彼との距離が近い。

　そんな近い距離で王太子もまたやれやれと溜息を吐きながら、その顔を下げるとアガーテの肩へ押しつけ、両腕で抱きしめてきた。

「ちょ、ちょっと……んっ」

　狼狽えた声を出すも、首筋にチュッと口付けられて、ビクッと肩が跳ねる。

　肌を一瞬で薔薇色に染めるアガーテの顔を間近で覗き込みながら、彼は熱っぽい声で訴えた。

「好きだ。愛している。遊び相手だの、からかいだの、とんでもない。信じてほしい」

　今のエリックの言葉が嘘だとは思えなくて、信じてほしいと訴える言葉に頷いてしまうくらいには、心が揺れた。

「その、お気持ちについては……信じます」

「ありがとう」

「でも結婚はまた別の話で」

「そんな意地悪を言うあなたを、私はどうすれば良いのかな。信じてもらえるなら何度だって訴えるけれど、言葉は繰り返す毎に軽くなるという。いっそあなたが物理的に私から離れられなくなるようにした方が良いのか？」

　表情こそこちらの罪悪感を誘うほどに切なげだが、言っていることとその手つきはいささか不埒だった。

　と言うのもアガーテを抱きしめている彼の両腕が、すすすっと身体の表面をなぞり始めたからだ。

　初めて抱かれてからまだそれほど経っていないアガーテの身体は、その意味深な触れ方にあの夜の出来事を思い出したのか、意思と関わらずビクビクと震えてしまう。

「ちょ、ちょっと待って、待ちましょう、殿下、お願いですから……！」

「戸惑うあなたも大変可愛らしい」

「お、落ち着きましょう、話せば判ります、話せば……！」

「無理だ。あなたが私から離れようとしていると判っていて落ち着いてなどいられない……大体あの日、私にその肌の甘さを教えてくれたのはあなただろう？　一度覚えさせた味を忘れろというのは酷だ」

「確かにあの夜はちょっと煽ってしまったかもしれませんが、売り言葉に買い言葉で……あっ、んっ！」

　最後の声が甘くなってしまったのは、ドレスの上から胸を掴まれたせいだ。

　直に触れられたときほどの強い刺激ではないけれど、さすさすとマッサージするように上下に擦られると、それだけでじんわりとした快感と共に体温が上がってくるのは、その相手がエリックだからこそだとアガーテは理解している。

　他の男性ならば少なくともこんなふうにはならない。それどころか強い拒否感と嫌悪感で身を震わせていたところだろう。

　でもエリック相手だとそうならないのは、やっぱりアガーテの中にも彼に対する気持ちが少なからず存在するからだ。

　それにこんなに幾度も熱心に口説かれれば心も動く。

　諦めようと熱の引いた想いに再び火を灯されるようで溜息が出た。

　だって、本当に好きだったのだ。

　初めて彼と顔を合わせたお茶会の時から、なんて素敵な王子様だろうと思っていた。

　既に婚約者がいて、自分が彼と結ばれる可能性はないに等しいと判っていても、その気持ちをアピールしなくては耐えられないくらい好きで、憧れていた。

　あの夜だってあんな挑発をしてしまったのも、拒みきれなかったのも、結局はアガーテにエリックへの未練があったから。

　未来の王妃は無理でも、一度だけでも好きな人に抱かれてみたいと心のどこかで願う気持ちがあったからだ。

　まさか本当に抱いてくれるとは思っていなかったけれど。

「アガーテ。私は無垢な令嬢の純潔を奪っておいて、そのまま何事もなかったように振る舞うような無責任な男ではないつもりだ。その先の未来も当然想定してのことだよ」

「それは……そうでしょうけれど」

　逆にそこであっさりと知らん顔ができるような人なら、それはそれで幻滅しただろう。

「それにね、私は嬉しかったんだ。少なくとも私に抱けと煽るくらいにはあなたに嫌われていないと知って」

　口付けが頬に落ちてくる。互いの身体が重なるほど近くで見つめ合いながら、アガーテは困惑した。

「どうしてそんなにわたくしを……？」

「私自身を好きだと、最初に言ってくれたのがあなただからだ。王太子だからでも、王子だからでも、兄の代わりでもなく、エリックという私自身が好きだと言ってくれた。その気持ちに私は本当に救われたんだよ」

　真摯に答える彼の瞳を見てハッとした。思い出したからだ、ゲームでのエリックのシナリオを。

　エリックはこの国唯一の王子ではない。序列で言えば王位継承権第二位となる、王家の次男である。そしてその下には弟となる第三王子も存在する。

　元々の王太子は彼の三歳年上の異母兄である、第一王子のトマスだった。

　トマスを産んだのは王の最初の妃であり、エリックの母である現在の王妃は後妻になる。

　ではなぜ今はエリックが王太子なのかと言えば……その第一王子が亡くなったから。

　病だった。病魔は静かに第一王子に忍び寄って、彼や周囲が気付いたときには既に手の施しようがないほどに進行し、本当にあっという間に亡くなってしまった。

　第一王子の死があまりにも突然だったため、実は第二王子か、その身内や関係者の手によって暗殺されたのではないか、という噂がまことしやかに流れたことがある。

　一時その噂のせいで彼は孤立した。親しい人は軒並み距離を取り、それは婚約者のクレアも同様だ。

　エリックからすれば事実無根の罪を疑われ、親しい人にも背を向けられたような状況である。

　もちろんそのような事実はなく、無責任な噂を流した者は相応に罰せられたが、一度流れた噂は人々の胸の内に残った。

　最もエリックを疑い糾弾したのは、兄の婚約者であった同盟国の王女だ。

『あなたが殺したのでしょう！　何をしてもトマス様には敵わなかった、あなたが王になるためには殺すしかないものね！』

　王女と兄は政略的な婚約ではあったが仲が良く、王女なりに兄を愛していたし、その時誰かに怒りをぶつけなくては彼女自身耐えられなかったのだろう。

　幸いその暴言を耳にした者はごく限られた人間のみだったので、国際問題としないためなかったこととされたが、王女の糾弾は確実にエリックの心を抉った。

　亡くなった王子は確かにとても優秀で、エリックはどう頑張っても兄には及ばなかったからだ。

　結果的にエリックは順位が繰り上がって新たな王太子として叙されたが、心の傷は後々まで彼を苦しめ、ゲームでは彼の劣等感や過去の心の傷、そして兄弟の絆を解きほぐし、癒やすことをメインに進んでいくことになる……という展開だった。

　だが……改めて考えてみると、今のエリックはゲームの彼ほどには過去の傷を抱いているようには見えない。

　現在の状況もゲームシナリオから大きく変わっている。なぜなのか、アガーテの疑問に答えを提示してくれたのはエリック本人だった。

　彼は言う。過去を思い出すような眼差しと、少しだけ悲しげな声で。

「覚えているかな。私が周囲から兄を殺したのではないかと陰口を囁かれ、孤立していた時にあなたは颯爽と現れて、陰口を叩いている者達を叱りつけたんだ。初めて出会ったお茶会の時と同じように」

「……覚えております」

「そして私も叱られた」

　かあっと赤くなる。確かにそれも事実だったから。

　あの時アガーテはエリックに言ったのだ。

『しっかりなさいませ！　あなたは何も悪くないのですから、俯いたり隠れたりする必要などありません！　お兄様のように振る舞う必要もないし、真似をする必要もない。わたくしはあなたが王子様だろうと王太子殿下だろうと身分のない平民だろうと、あなたという人をお慕いしていますし、尊敬しておりますわ！』

　あの時は前世の記憶なんて全くなかった。ただ、エリックを悪く言う者達が腹立たしくて、そんな人達の言葉に傷ついてしまうだろう彼が心配で黙っていられなかった。

　もっと優しく、心に寄り添って励ますことができれば良かったけれど、あの時のアガーテにできたことはそんなことだけだ。

「申し訳なく思います。無関係な人間が、知ったようなことを……」

「でも私はあの時のあなたの言葉に救われた。誰か一人でも、損得なしに私を信じ、好いてくれる人がいるならば、その人に恥じない人間になろうと思った。そして、そういう人に側にいてほしいと思ったんだ」

　つまりアガーテは自覚なく、エリックのその後に大きく影響する形でシナリオを変えてしまっていたということか。

　兄のことをトラウマにせずに済んだため、ゲームのようにリーリアに癒やされる理由もないから、彼が彼女に心惹かれる理由もない。

　そしてクレアはもちろん、彼の両親である国王夫妻も当時、エリックに寄り添い守ることができなかった負い目もあって、今回エリックの気持ちを汲み取り婚約解消を受け入れたのかもしれない。

　知らなかった事実が明らかになって、アガーテは言葉もなくエリックの瞳を見つめる。

　そんな彼女を抱きしめて、彼は言葉を続けた。

「だから私はあなたを逃がしてあげるつもりはない。諦めて、受け入れてくれないか。愛しているんだ」

「……今から王妃教育を受けるようでは、いつ結婚できるか判りませんわ」

「別にその教育を終了しないと結婚できないという決まりはないよ。もちろん終えている方が望ましいことは確かだけれど、幸い父も母もまだまだ元気だし、私が王位を継ぐまでには余裕があるはずだ。結婚生活の中で学んでくれれば問題ない」

「王妃になって国を支えられる自信なんてありません」

「国ではなく私を支える、と思うのではどうかな。それでも難しい？」

「……それならば、できなくもない……と思いますけれど」

　知らぬうち俯いた顔を少しだけ上げて、盗み見るアガーテの視線にエリックは笑った。それでいいと、満足そうに。

（ああ、もう判っているわよ、認めるわ。前世の記憶が蘇ろうが、婚活しようが、私は殿下のことが好き。諦めようとしている時点で、本当はまだ諦められていないって）

　……ますます頬が熱くなる。他にも首筋や、胸元まで熱い。

　再び少し俯いてしまったアガーテの頬にエリックの手が伸びて、そのまま上向かされる。今度は目を合わせることができず、うろうろと視線を彷徨わせる彼女の落ち着かなくもどこかしおらしい様子に、エリックは再び甘く微笑んで……そのまま唇を寄せてくる。

「ちょ、ちょっと……！」

　にわかに慌てた声を漏らしたのは、キスだけでは済まないと雰囲気で察したからか。

　けど。

「……せっかちでごめん。でも君を抱きたい。……抱かせてくれないかな」

　その声も眼差しも本当に切実そうで、彼が自分を求めているのが判る。

　戸惑いや罪悪感はあるけれど、嫌なわけではない。それに好いた男性に甘く切なく希うように求められて、じんわりと胸の内に広がる喜びを無視することはできなかった。

「ふ……」

　表面をしっとりと重ね合わせたと思ったら、かすかに綻んだ唇の合間を縫ってすぐに舌が差し入れられる。

　エリックのキスは甘く、そして執拗だ。

　アガーテの小さな口を全て覆ってしまうように塞いで、口内や歯列、舌の形まで確かめるみたいに己の舌で探っては幾度も絡みつく。

　アガーテの唾液や呼吸すら奪い取るように吸い上げられて、繋がっているのは口なのにまるで違うところが既に一つになっているような淫らな高揚感にアガーテは知らず、己の腰を揺らした。

「……可愛い」

　呟いてエリックは唇から頬、そして首筋へと口付けの場所を移動していく。

　柔らかな耳朶を口に含み、耳孔に直接息を吹き込みながら、耳殻の形を確かめるように舌を這わされると、そのたびにぞくぞくと怪しげな官能が走って、堪らず身もだえした。

「み、耳は駄目、擽ったい……！」

「擽ったいだけ？」

「ゾクゾクするから駄目です……！」

　エリックは笑って耳のすぐ下の肌に口付けると、ちゅっと小さなリップ音と共に赤い痕を残す。

　細かく身震いするアガーテの身がソファから抱え上げられたのはそれから間もなくのことだ。

　狭い座面では思うように動けないのか、隣の寝室へと移動したエリックはそのまま彼女を寝台へと降ろし、自らの衣装に手を掛ける。

　乱暴に解かれたクラヴァットの下から覗く喉元は太く逞しい。

　喉仏から浮き出た鎖骨へと続くラインが妙に婀娜っぽく見えて、アガーテの鼓動を自然と早めていく。

　初めての時は突然のことに頭が大混乱していたし、エリックにされるがままで彼がどんな身体をしているのかなど気にする余裕もなかった。

　けれど今はまるでアガーテに見せつけるように一つ一つ衣服を緩め、肌を晒していく彼の姿に目が釘付けになる。

　駄目だ、はしたないと判っていても逸らすことはできない。

　そんなアガーテの視線を重々承知しながらクラヴァットを解いたエリックは、少しだけフッと笑って、ジェストコールを肩から脱ぎ落とすと近くのサイドチェアへと放り投げる。

　シャツの袖のボタンを外したら、次は胸元のボタンへ。

　次々と躊躇いなく緩めていく衣服の下からとうとう彼の上半身が晒されるまでにそう長い時間は必要としない。

「……っ」

　思わず息を呑んだ。エリックは決して屈強という印象の青年ではない。

　だが高い身長と必要な筋肉を必要な分身につけた身体は博物館の彫像より生々しく、強く男性という性を印象づけてくる。

　胸板も厚く腹筋は綺麗に割れている。

　二の腕などはアガーテの倍はありそうで、広い肩に縋り付いた初めての夜のことを思い出し、耳まで真っ赤に染まった。

　しかしアガーテが見ていられたのはそこまでだ。エリックの手が腰のベルトへ触れた途端、その先のことを理解して、慌てて目を逸らす。

　さすがにまだそこから先を見届けられる自信はない。

　するとエリックはベルトを外したところで手を止め、薄く笑いながら寝台の上のアガーテの許へ身を寄せてきた。

「見なくて良いのかい？」

「お、お戯れはおよしくださいませ。いくらわたくしが規格外の令嬢であっても羞恥心はございますのよ」

「そうか。では、次はあなたの番だね」

「えっ……あっ」

　戸惑った声を上げる間もなく、首元のリボンがシュッと軽い音を立てて引き抜かれた。

　咄嗟にその手を押さえたが、エリックは構わずに指を動かしてその下の隠しホックやボタンを次々と外しアガーテの前身頃を開いてしまう。

　あっという間に緩められたドレスが肩から落とされ、背のコルセットの紐を解かれて目を白黒させた。

「ちょっ、待って……！」

「無理だよ。初めてあなたを抱いた時のことを忘れられない。何度だって抱きたい」

「そんな……」

　戸惑う言葉の後になんと続けようとしたのだろう。

　自分でも判らないまま、アガーテの唇は再び塞がれて、下着だけとなった無防備な胸元を隠す両腕の下に潜り込んだエリックの大きな手が、彼女の左の乳房を鷲掴みにした。

「んんっ」

　あげた声はそのままエリックの口の中へと吸い込まれていく。乱れた呼吸ももろともにだ。

　ビクッと肩を跳ね上げる彼女の反応にも怖じ気づくことなく、やわやわと生地越しに柔らかな乳房を揉み拉いたエリックの指先はすぐに小さく尖り始めた先端を探り当てて、指の腹で押すように擦りだす。

「ん……あ、む……んふ……っ」

　キスで絡め取られた舌が根元から抜かれそうだ。普段その存在を意識することはあまりないのに、今はエリックの舌を擦り付けられる度に自分とは違う人の味わいと刺激が口の中に広がって、顎を痺れさせる。

　胸の頂きを弄られてじんわりと広がる快感がもどかしい。

　下着越しではなく直接弄ってほしくて、アガーテはしっとりと汗ばみ始めた自分の肌を押しつけるように、無意識のうちに自ら肩紐を落とした。

　エリックの両手が彼女の肩を擦るように撫で下ろしたのはその直後だ。

　一緒に下着も腰まで下ろされて、ふるりとこぼれ出た乳房の片方にむしゃぶりつくように口付けられて声が出る。

「あっ、あ、ああんっ」

　柔らかな肉を揉まれるのも気持ち良いけれど、熱い舌で尖った乳首を舐られるのはもっと気持ち良い。

　じゅっ、と唾液と汗を啜る淫らな水音と共に唇で扱くように吸われて、びりびりと駆け抜ける快感の波にアガーテの背が浮き上がる。

　もう片方の乳房は手で揉まれ、赤く充血した乳首をくびり出すように指で擦り上げられた。

「ああん、いい、気持ちい……」

「耳も好きだけど胸も好き？　こっちはどうかな」

　胸を揉んでいた方のエリックの手が腹へ滑って、そのままさらに下へと降りた。

　腰回りにもたつくドレスや下着の残りを一気に足元から抜いてアガーテを全裸にしてしまうと、切なくすり合わせる両足の間に潜り込み、女のもっとも繊細な場所へ触れる。

「だ、だめ……！」

　どんなに太腿を固く合わせようとも、恥丘と両足の付け根の小さな隙間から割り開くように潜り込まれて阻むことはできない。

　またアガーテも言うほど嫌がっているわけではないことは、濡れた秘裂を撫で下ろした途端に両足から力が抜けたことで明らかだろう。

　すぐにエリックは彼女の膝裏を抱えるように両足を開かせると、次から次へと蜜を垂れ零す秘部をその眼前に露わにしてしまう。

　初めての時とは違い、今はまだ昼間。天蓋のカーテンも引かれていない寝台の上で、アガーテは己の秘部を隠すこともできない。

「すごいな……もうてらてらと濡れ光っている。期待してくれているなら嬉しいよ」

「や、いやぁ……」

　普段は気の強い彼女だが、今は強烈な羞恥を前に声も弱々しい。

　それが余計にエリックを刺激するらしく、彼はうっとりと目を細めて笑うと、彼女の閉じた媚肉を左右に割り開くように両手の親指で広げた。

　明るい昼の光の中で、小さく顔を出し始めた陰核も、濡れ光る肉襞も、新たな蜜を溢れさせながら、ひくひくと淫らに蠢く入り口も全てが彼の前に晒されてしまう。

「み、見ないで……」

「無理だ……ああ、綺麗だ。あなたの全てが愛おしい」

　そんなどこもかしこも綺麗なはずがない。そう思うのに、彼のとろりと甘く蕩けた低い声で囁かれると、腹の奥がきゅんと疼いてまた愛液を垂れ零してしまう。

　ぬらぬらと濡れ光るその場所へエリックが顔を寄せ、舌を伸ばしたのはその後だ。

「ひうっ!!」

　あろうことか彼はその舌で直接味わうようにアガーテの秘裂を舐め上げ、小さな突起に吸い付いたのだ。

　神経の固まりに直接触れられる強烈な刺激に、わなないた腰が逃げるように引けるけれど、エリックはそんな彼女の腰を抱え込みながら押さえつけて繰り返し舌を這わせる。

「あ、あ、ああ、あっ、あん、あぁっ！」

　下腹部が波打ち、太腿が痙攣するようにひくついた。

　入り口などは先ほどからずっと細かい蠕動を繰り返して痛いくらいだ。

　彼の頭を押し返そうと金色の髪に指を埋めるけれど、アガーテが引き剥がそうとすればするほどエリックは強く吸い付いてきて、とうとう敏感な花の芽を皮の内側から引っ張り出してしまう。

「んん、んっ、んんっ!!」

　熱したこてを当てられたような、痛みと背中合わせの強烈な刺激と、頭の中を殴りつけて真っ赤に染め上げるような快感に同時に襲われてアガーテは一気に官能の頂点へと駆け上がった。

「ふっく、んっっ!!」

　涙の雫が散る。奥歯を噛みしめる。全身が強ばる……なのに腰は意志とは関わりなく大きく跳ね上がって、噴き出した愛液がシーツとエリックの口元を汚した。

　濡れた唇を指で拭いながらエリックが身を起こしたのはその後だ。

　未だにびくびくと身もだえしているアガーテの両足を再び抱え込むと、緩めたトラウザーズの中から取りだした、長大な己自身を秘口へと押し当ててくる。

　すぐには中に入れず、二度三度とその先端で互いの性器を擦り合わせる仕草にまたもアガーテは身を揺らし、力なく首を横に振った。

「だ、だめ、まだ……っ……」

「ごめん。待ってあげられない」

　達して敏感になっている身体には刺激が強すぎると訴えるけれど、恍惚とした表情で笑うエリックはお構いなしに狙いを定めて一気に腰を押し進めてくる。

　頂点を極め、ひくつき、泥濘のように蕩けたアガーテの膣口は初めての時と打って変わってあっけないくらい簡単に彼自身を受け入れてしまった。

「あ、ああ……あっ……！」

　文字通りずぶずぶと彼自身が内側へ沈んでくる。絡みつく膣襞を巻き込みながら、奥へ奥へと。

　膣洞を埋め尽くすそれで物理的な隙間を失った愛液が表へ押し出され、やがてそれはゆっくりと腰を使い始めたエリックの雄芯に撹拌されて白く濁って互いの身体とシーツを濡らした。

「あ、あ、あ、あっ」

　エリックの腰の動きに合わせてアガーテの喉から吐息と共に声が押し出される。

　胸に膝がつくほど深く開かれた両足の間、腰が浮き上がることによって繋がる場所がアガーテにも見えた。

　赤黒く血管の浮いた雄は決して美しくはないのに、大きく膨らんだそれが互いの体液に塗れて濡れ光り、淫らな音を立てて出入りする様は自然と興奮を誘う。

「いい……すごく良い、アガーテ……」

「ひゃっ、あっ、んんっ！　あああっ！」

　揺さぶられる度にアガーテは啼いた。

　ゴリゴリと擦られる膣壁も、先端で子宮の入り口を押し上げられる最奥も、合間合間に掴まれ揉み拉かれる乳房や指で転がされる乳首も、触れ合う肌と肌の感覚の全てが気持ち良くて堪らない。

（こんなの、正気でいられるわけがない……！）

　気がつくとアガーテの身体は繋がったまま転がされ、うつ伏せの姿勢で腰だけを高く上げられて、背後から貫かれている。

「あ、あっ、あん、ああっ!!」

「アガーテ、可愛い、愛している」

「あ、あ、あ、いい、気持ちいい……っ、ふ、うっ……!!」

　後ろから腰を叩き付けられる度に互いの肌がぶつかって特有の音がした。

　そこに粘ついた水音と互いの感極まった声が重なって、淫らな音楽を奏でる。

　うつ伏せになることでいつも以上に豊かに、綺麗な釣り鐘型を保ったアガーテの乳房が揺れ、その先端がシーツに擦れるだけでも気持ち良い。

　そこに背後から回ったエリックの手によって揉みくちゃにされると、立て続けに襲い来る快感に懊悩して頭を振った。

「んんっ!!」

　どんどん高みへと押し上げられる。ガクガクと痙攣のように震えながらアガーテの膣襞は縋り付くようにエリック自身を締め上げて、舐めしゃぶるように蠕動を繰り返す。

　柔らかく、甘く、そして容赦ない愉悦を与える女の身体に限界を超えたエリックが、獣のようなうめき声を漏らしながら腰を振りたくる。

「あああ、あーっ!!　あ、ああ、ああっ!!」

「こんなに悦んでくれて、本当に可愛い……いいかい、アガーテ。私以外の男にこんな可愛い姿を見せては駄目だよ」

「そんなの……っ！」

　あるわけがない、と続けようとした言葉が途切れた。

　身体の中を強い快楽が大きな波のように広がり、全ての神経という神経を嬲り、高めていく。全身の至るところから集まってくる熱の固まりに煽られ、汗がしたたるほどに肌を濡らす。

　目の前がチカチカした。

「っ……っ、ふ、んんっ!!」

　膨らんだ熱を閉じ込めておくことなどできない。アガーテの中で半ば強制的に膨らんだ官能の固まりはもっとも高いところで弾け、くぐもった嬌声と共に彼女の全身を震わせた。

　自分の力では支えられず崩れそうになりながら、渾身の力で縋り付く女の内壁を振り切るように腰を引いた直後、もっとも深い場所でエリックが熱を叩き付けのはそれから間もなくのことだ。

　びくっ、びくっと中で跳ねるように子種を最後の一滴まで吐き出した後に抜け出たとき、白く粟立った互いの体液と、それより白い精が彼女の中から溢れ出る様に、エリックが満足そうに息を吐く。

　その気配を感じながら、アガーテの手足からガクッと力が抜け、寝台に突っ伏した。

　息が苦しくて、全身疲れ切っていて、すぐには動けなかった。

　男女の交わりとはこれほど体力を使うものなのか。ぐったりと身を投げ出していると、彼女の背を抱くようにエリックの胸が重なり、両腕が回ってくる。

　そのまま顔を振り向かせるように口付けられて、アガーテは目を閉じる。優しいキスは幸せで心地よかった。

　うっとりと身を任せてたが……再び力を持ち始めた熱く固いモノが太腿の辺りに当たり、ぎょっとする。

　這いつくばるように逃げようとしたが、疲れた身体は思うようには動かない。

「ちょっ……まさか……」

「愛しているよ」

「あぁん！」

　愛さえ囁けば何をしても許されるとでも思っているのか、エリックはおもむろにアガーテの片足を持ち上げて開かせると横たわった姿勢のまま背後から再び彼女の中を貫いてきた。

　品行方正なはずの王太子が今はすっかりとアガーテの身体に夢中になっているようで、その欲望は留まることを知らない様子だ。

　これまでとは違う角度で内壁を擦り上げられ、声もなく身を震わせる。

　結局その後エリックは二度果てるまでアガーテの身を離さず揺さぶり続けた。

　そして……この日から三日と間を置かずにアガーテとの逢瀬を繰り返し、そのたびに貪るような情交を求めるようになるのである。







第三章 痛むことのない傷








　エリックからの求愛を受けて一か月余り。

　季節は盛夏を迎え、社交シーズンももう残り僅かと言う時期に迫っている。

　それだけの時間が過ぎたアガーテとエリックはと言えば、未だ正式な婚約には至っていない。というのも、エリックが急かさないのを良いことに、アガーテが返事を先延ばしにしているからだ。

「お前は一体いつまで王太子殿下をお待たせするつもりだ！　既に夫婦同然の付き合いをしておいて、これ以上答えを先延ばしにする必要がどこにある！」

「わたくしだって色々考えているのです、もう少しそっとしておいてください！」

　父であるロレンス侯爵から再三の催促を受けるのも当然のことで、アガーテだってもう答えは一つしかないと判っている。

　判っているのに未だ返事ができていない理由は唯一つ。

（……完全にタイミングを失ったわ。どさくさに紛れてさっさと肯いておけば良かった）

　そう、完全にタイミングを逃した。しかもエリックは「あなたの心が固まるまで待つ」なんて言って以降、求婚の言葉を控えるようになってしまったからなおさらだ。

（そこは、もう一度押してよ……！　私が自分から素直に言えない性格だってことくらい知っているくせに！）

　などと理不尽な怒りを抱くくらいである。

　おかげでアガーテはここ最近ずっと、喉元までこみ上げている台詞を言いたくて、でも言えなくてもどかしい日々を過ごしている。

　後で思えばさっさと告白してさっさと婚約しておけば良かったのだ。

　アガーテをさらに後悔させる騒動の種は、例年相応の被害を各地に及ぼす夏の嵐が、珍しく平穏に過ぎた数日後、国の境を越えてやってきた。

「ルクルのメアリ王女様？　それって確か……」

「ええ、以前第一王子だったエリック様のお兄様、トマス様と婚約なさっていた姫君よ。その方が突然使節団と共にやってきて、エリック様に結婚を迫っているのですって」

　前の言葉はリーリアであり、その後に続いたのがクレアである。

　アガーテはその二人の傍らでテーブルに身を伏せるようにして項垂れていた。

　ちなみに二人とはあのお茶会以来なんとなく連絡を取るようになり、なんとなくお茶会が繰り返されるようになり、なんとなく親しくなっている。

　以前は一方的にライバル視していたので二人に対して良い感情を持ってはいなかったけれど、こうして付き合うようになるとクレアは色気過多の外見とは裏腹にとても常識的で理性的な考え方をする大人の女性だし、逆にリーリアは人の懐に入っていくことが上手くて可愛らしい。でもその可愛らしさに同性に嫌われそうなあざとさはなくて、意地っ張りなアガーテでもつい絆されてしまう。

　これもゲームではあり得ない展開だ。

　違うところは他にも山ほどあって、既にもう全く参考にならない。

　今こうして王女が押しかけてくるシナリオもなかったのだから。

　しかし現実に彼女はやってきて、そしてエリックに結婚を要求している。

　ゲームでは回想に登場する王女はシルエットモブだったが、実際には薄い茶色の髪と同じ色の瞳を持つ、儚げな美貌の持ち主だった。

　そのか弱げな様子は誰であっても思わず手を差し伸べたくなるような庇護欲を誘うのに、見た目とは裏腹にその主張はなかなかに強引で理不尽なものである。

　何でも元々はイーベルスター王国とルクル王国との間では王太子と王女の結婚を約束していたから、という理由で。

　納得いかないものを感じながら、アガーテはクレアに問いかけた。

「メアリ様の言う結婚の約束は前の王太子殿下との間のことですよね？　正直いまさら？　って思ってしまいますが」

「トマス様がお亡くなりになった当時、そのお話は一度白紙となったそうです。その後しばらくしてメアリ様は国内の貴族へ嫁がれたそうですし。でもその貴族とは離縁なさったとか。現在エリック様に婚約者はなく、メアリ様も独り身。それならばって話のようですわね」

　答えながらクレアがもの言いたげな視線を向けてくる。

　彼女が何を言いたいのかはアガーテもよく判っている。

『だからもたもたせずにさっさと婚約していれば良かったのに』

　とまあ、そんなところだろう。

　はっきり言って我が国も舐められたものだな、というのが正直なところである。

　確かに以前メアリは未来の王妃としてこの国の王太子の許に嫁いでくる予定だったが、当時の王太子の病死と共に約束は無効となっている。

　実際に王女も一度は別の男性の許へ嫁いだのだから、その言い分は通らない。

　それを今になって約束を果たせというのは随分身勝手が過ぎる。

　それに、メアリ王女は当時の暴言を忘れているのかもしれないけれど、その言葉を浴びせかけられたエリックの方が忘れることは絶対にあり得ない。

　しかし既に国に訪れてしまった王女を邪険に扱うこともできないようで、おかげでこの一週間ほどアガーテはエリックと思うように会うことができていない。

「エリック様からは何か連絡はありましたか？」

　リーリアに問われて肯いた。

「ええ。なんとかするから心配しないでほしいと。でも心配しないはずがありませんわ」

　エリックが王女に奪われてしまうかもしれないという点も気になるが、王女が過去のエリックだけでなく今のエリックのことも傷つけたりしないか心配である。

　未だに王女は自分の元婚約者だった王太子が死んだのはエリックのせいだと思っている可能性もあるし、そうでなかったとしてもお互いの心象は良くないはず。

　なのに堂々と乗り込んでくるなど、さすがのアガーテにも真似できない強心臓だ。

　エリックもなんとか断る方向に話を持っていく努力をしているが、相手も一筋縄ではいかない様子で、過去のことなど忘れたようにエリックの行く先々に現れると噂になっている。そしてそのたびに、

『王太子殿下には当時から良くしていただいていますわ』

　と、まるで二人の間に何かあったかのように周囲に匂わせる始末なのだ。

「しっかりしてくださいな、アガーテ様。私、あんなふてぶてしい王女が我が国の王妃だなんて認めませんからね」

　そうクレアが言えば、続いてリーリアも言う。

「私だってそうです。頑張ってください、応援していますから！」

　そんな二人を見て、しみじみと思った。

　なんだか本当に仲良くなったなあ、と。ゲーム内では決して交わらなかった三人なのに。女の友情、案外悪くない。

（……まあ、今はそれよりも問題は王女よ王女。何でもシーズン最後の大舞踏会には王女も参加されるとのことだし……うかうかしているとエリック様がエスコートをすることになるかもしれない）

　もしそうなったら人々は二人を完全にそういう目で見るようになる。

　それはなんとしても阻止しなくてはならない。

　幸いにしてこの縁談は王女がそう主張しているだけでルクル王から正式な書状を携えてきたわけではない。

　今の時点ならばまだ穏便に済ませることができる。

　けれどメアリもそれは承知していて、エリックとの間に既成事実を作ろうとしている。

　実際に彼女は幾度かエリックの寝所に忍び込もうとしてはその前に近衛騎士に止められるということを、既にしでかしているらしい。

　正直、エリックからの求愛は大いにアガーテを戸惑わせた。今だって本当に受け入れて良いものかどうか迷う心は存在する。

　だがしかし、こちらが黙っている間に彼が他の女にかっさらわれるなど、もっと納得できない。

　気の弱い令嬢ならば、両国の友好のためなら……と身を引いてしまってもおかしくはないが、あいにくとアガーテは売られた喧嘩は買う主義である。

「こうなればわたくしも遠慮して健気に振る舞っている場合ではございません。殿下にはしっかり責任を取っていただきませんと！」

　クレアとリーリアが「遠慮？」「健気……？」と小首を傾げていたが、そんなのはアガーテの耳には入っていなかった。

　そうしてアガーテはいったんロレンス侯爵邸へ戻った後、父に頼んでルクル王国の使節団と王家との公的スケジュールを確認し、その上で王宮のエリックの許へと手紙を出したのだった。

　会って相談したいことがある。

　そうしたためたアガーテの手紙に対し、エリックの返信は早かった。

　その文面には不安にさせているだろう彼女への気遣いの言葉が並び、謝罪で締めくくられていて、こちらを想う気持ちが伝わってくるようで、ささくれ立っていたアガーテの心をいくらか慰めてくれる。

　内心エリックの気持ちが変わってしまっていたらと小さな不安を抱いていたけれど、その点に関してはどうやら取り越し苦労であるらしい。

　その翌日、指定の時間に合わせて王城へと出向いたアガーテは王太子宮へと向かう途中の廊下で噂のルクル王国のメアリ王女がお付きの侍女と騎士達と共に、エリックの護衛騎士に止められている姿を目撃した。

　護衛騎士が立ち塞がるその後ろには、王太子のプライベートスペースへと続く大きな両開きの扉がある。

　当然ながら扉一枚隔てた内と外とでは立ち入る人間に大幅な制限がかかる。

　ここから先は王太子が特別に許した者にしか立ち入りできない。

　どうやらメアリはその扉をくぐろうとして、エリックの護衛騎士に止められているらしい。彼らはまだ背後にアガーテが近づいてきていることに気付いていないようだ。

　会話が聞こえるところまで近づいてみれば、ちょうどメアリが自分の主張を口にしていたところだった。

「私はかつて王太子殿下にこの先へ進むお許しをいただいています。ここで止められる覚えはありません」

　かつての王太子。それはエリックの兄であるトマスのことだ。

　確かにメアリはトマスの婚約者であったから、この内側へ進む許可を得ていたのだろう。

　それは護衛騎士も承知のようで、噛んで砕くようにはっきりと告げた。

「現在の王太子殿下はエリック様です。エリック様のご許可なくばお通しいたしかねます。面会をご希望の場合は、しかるべき手順を踏んでお約束なさった上でお越しください」

　当たり前のことを口にしているのだが、その声には疲労が窺える。

　どうやら随分長いこと押し問答をしているらしく、だいぶげんなりしているようだ。

　気の毒なことである。

　その護衛騎士の視線がこちらを見た。アガーテの姿を認めると、途端にホッとしたように表情が綻んだように見えたのは気のせいではあるまい。

　彼に何を期待されているのかを理解して、アガーテはやれやれと溜息を一つ吐いたのちに彼らの許へと歩み寄ると扉の前の護衛騎士へ声を掛けた。

「ご苦労様です。エリック様と約束をしているのだけれど、通していただけるかしら？」

「はい。伺っております。どうぞお通りください」

　メアリの時とは打って変わって、機敏な動きで護衛騎士がさっと扉の前から退いた。

　その際さりげなくアガーテを守る位置についたところが高評価である。

　仕方ない、助けてあげようか。

　アガーテは鋭い視線を向けるメアリに向き直るとにっこり微笑んで、優雅なカーテシーで頭を下げる。

　こちらから王女に声を掛けることをしないのは、それがマナーだからだ。

　事前に許された場合を除き、基本的には身分の高い者から声を掛けられるまで、下の者は話しかけてはならない。

　それを利用してわざと相手の存在を無視する高位貴族もいるけれど、どうやらメアリはそこまでするつもりはないようで、ジロジロと探るような視線をアガーテに向けながらその口を開いた。

「あなたは……確かロレンス侯爵令嬢だったかしら」

「はい。アガーテ・ロレンスと申します。お久しぶりでございます」

　アガーテとしては普段の五割増しでにこやかに挨拶をしたつもりだ。

　メアリと顔を合わせるのは、これが初めてではない。

　先の王太子トマスが健在だった頃、アガーテはまだデビュー前だったが、それでも父や母に連れられてごくたまにだが城に出入りしていたし、例の貴族の子ども達を集めたお茶会にも定期的に出席していた。

　その際に数える程だが、何度かトマスとメアリはお茶会の席に現れて皆と交流していたし、メアリも嫁ぎ先の高位貴族の娘としてアガーテのことを認識している。

「エリック様にご用事でいらっしゃいますか？　お急ぎであればわたくしから殿下へとお取り次ぎいたしますが、いかがいたしましょう？」

　あえて『わたくしが』という単語を強調すると、面白いくらい簡単にメアリの目尻がつり上がった。

　アガーテが暗に込めた『あなたは突然の訪問ではエリック様と会うのは無理でしょうけれど、わたくしなら可能ですのよ』という当てこすりに気付いたらしい。

　メアリは眉間に皺を寄せると、いささかぶっきらぼうな口調で答えた。

「……結構よ。また時間を改めて出直します」

　にこにこと笑みを浮かべるアガーテに背を向けると、足早に、けれどあくまで優雅な足取りでその場を立ち去っていく。

　その後に侍女や騎士達も続き、扉の前に平穏が戻ってきた。

　心底ホッとしたように深々と頭を下げる護衛騎士の前を通り過ぎ、扉の内側へと足を踏み入れる。

　どうやらこの場であったことは既にエリックの耳に届いていたようで、私室で彼女の訪れを出迎えた彼は両手を広げて歓迎を示しながら、同時に小さく肩を竦めて見せた。

「あなたに王女と会ってくれと取り次がれたらどうしようかと思ったよ」

「まず、そんなことにはなりませんわ。あちらだってプライドがおありですもの、ライバルの助けなど得たくはないでしょう？」

　もちろんアガーテは断られることを前提でメアリに取り次ぎの提案をしている。

　十中八九拒否されると判っていてのことだ。

　感心したようにエリックが肯くと、おもむろに彼女を抱きしめた。

「……あなたに会いたくて、禁断症状が出るところだった……」

　彼の切実な呟きが耳朶に触れて、頬が熱くなる。

　こういう不意打ちはまだ慣れていない。

「あなたも少しは私に会いたいと思ってくれたかな」

　随分と長いこと離れていたかのような口ぶりだが、エリックとは一週間ほどの別れである。

　大げさなと思いつつも、悪い気はしなくて少しだけぶっきらぼうに答えた。

「……お元気かどうかは、気にしていましたわ」

　途端エリックは嬉しそうに笑うと、くいっとアガーテの顎を上げて素早く口付けを落としてきた。

　もうすっかりと手慣れた様子だ。そしてそれを当たり前のように受け取ってしまう自分も随分と慣れたものだと感心してしまう。

　エリックは少しの間、アガーテの唇を味わい、未練の残る様子で彼女をソファに促して問いかけた。

「相談したいこととは、やっぱりメアリ王女のことかな」

　アガーテが腰を下ろすと、てっきり向かい側に移動すると思ったエリックが隣に座ってくる。

　そのまま肩を抱き寄せられて、ここでも以前とは違う距離感に慣れつつある自分が悔しい。少しだけ拗ねたように言った。

「もちろんです。わたくしにとって愉快な状況ではありませんもの」

　エリックの目が甘く蕩ける……どうやら彼は高飛車なアガーテの振る舞いも性癖に刺さるようだが、こうした拗ねた物言いや甘えた仕草にも弱いらしい。

　皆の憧れである皇太子殿下が意中の令嬢相手にこうもドロドロに蕩けるタイプだったなんてアガーテ以外に知る者はいないだろう。そのことにいくらかの安堵感を抱きながら、言葉を続けた。

「メアリ様のあのご様子ですと、どんな手段でも取りそうですね。今考えられるのはシーズン最後の大舞踏会でしょうか。そこで外堀を埋めるためにエリック様にエスコートするよう求めてきてもおかしくはありませんわ」

　通常、舞踏会でのエスコートは夫や父、兄、弟、あるいは他の身内が行うことが一般的だ。それ以外だと、婚約者や恋人に限定され、周囲に二人の関係をアピールすることになる。

　とたんにエリックが項垂れるように己の額を抑えた。

「そのご様子ですと、既にエスコートのお話がございますのね？」

「……ああ。もちろん私は断っているよ。だがその結果が、連日の直訴だ」

　なるほど、舞踏会まであと二週間を切っている。それまでに約束を取り付けなくてはならないから、メアリも必死だ。

　先ほど王太子宮へ押しかけていたのも、恐らくエスコートを了承させるべく交渉に来ていたのだろう。

　何しろ今のエリックはエスコートする相手がいない。

「なんと言ってお断りになっていらっしゃいます？」

「今はそのつもりはない、と。誤解を与えるような真似はできないとそう説明しているのだがね」

　それではメアリも引き下がらないだろう。何しろ彼は周囲に誤解させ、その上でエリックに縁談を断れない状況へと追い込みたいのだから。

　そこまで話を聞いてアガーテは再び、取り繕った笑顔を浮かべる。

「ではわたくしのことも誤解を招きたくないから、お誘いがございませんのね」

「えっ」

　珍しくエリックが一瞬口ごもり、それから動揺を隠せないソワソワとした様子で窺うように尋ねてきた。まるで断られたら立ち直れない、と言わんばかりに。

「……誘っても良いのかい？　先ほども言ったとおり……私のエスコートを受けると、周囲にそう誤解されてしまうよ」

　エリックはまだ求婚の返事をアガーテにもらっていない。

　だからこそ誤解されてはいけないと自重しているらしく、一応は彼なりに、アガーテに逃げ道を与えてくれているつもりのようだ。

「誤解でなければよろしいのでしょう」

　相変わらずツンと澄ました、拗ねた口調でアガーテが言うと、エリックは数秒沈黙し、そしてみるみる端正な顔に明るい笑顔が広がっていく。

「アガーテ。私にあなたのエスコートをさせてもらえるかい？」

　もうちょっと意地悪をしてやろうかと思ったけれど、エリックがあまりにも嬉しそうに笑うものだからその気が失せてしまった。

　目の前に差し出された手を取って、苦笑する。

「仕方がありません。わたくしは自分の意思をねじ伏せられることが嫌いですが、横から奪われるのも同じくらい嫌いなのですわ」

「そうか、ありがとう！」

　正直に言ってお世辞にもありがとうと言ってもらえるような承諾の仕方ではないはずなのだが、まるで万歳三唱でもしそうな雰囲気である。

　この場合、アガーテがエリックのエスコートを受けると言うことは彼の求婚を受けるということと同義だ。

　返事がなかなかできずにタイミングを逃していたけれど、やっと伝えられてホッとする。

　それに心から嬉しいと言わんばかりの笑顔を見せられると、再び悪い気はしない。

「では、あなたさえよければすぐにその場で婚約発表をしよう！」

「それはさすがに無茶ではございません？　もう二週間もありませんわよ？　準備は間に合いますの？」

　何しろ王太子の婚約発表だ。

　それ相応に下準備と根回しが必要になるのではと思うのだが。

「大丈夫、いつそうなっても良いように準備はしっかりと進めている」

「そ、そうですか……」

　知らないところで着々と進んでいたらしく、少しだけ引いた。

「……念のため先に申し上げておきますが、飽きたからって返品はできませんからね」

「もちろんだとも。骨の髄まで美味しくいただくよ」

　……エリックの目が明らかに本気で、今度はちょっと怖かった。言葉どおり骨の髄までむしゃぶりつかれそうだ。彼との結婚生活はどんなことになるのだろう。

　そんなアガーテの心配をよそに、エリックは「そうと決まれば」と早速その足で王と王妃の許へ向かってしまう。もちろんアガーテも一緒に。

　さすがに国王夫妻への目通りは急すぎないかと焦ったが、王からはあっさりと許可が下りて、王妃などはやっと纏まって嬉しいと目元を拭い出す始末で、そんな二人の反応を見てエリックの根回しは王と王妃にも及んでいたことを実感した。

　知らない間に完全に逃げ場を塞がれて、だいぶ怖い。

　思わず引け腰になってしまうくらいには。

「父や母も祝福してくれたことだし、今日からここで共に暮らそう。あなたのための部屋もとっくに用意してある」

　長年の恋が実ってエリックはすっかり舞い上がっているようだ。

　ニコニコと上機嫌に決定事項のように提案する彼だが、それに対するアガーテの返答は実に冷静だった。

「何を仰っていますの、帰りますわよ」

「なぜ！」

「なぜではありません。帰ります。当たり前です、まだ婚前なのですから」

　ごく常識的なことを告げたはずなのに、この世の終わりのようにがっくりと肩を落とす。

　きっと許しを得たのを良いことに、一緒に暮らして、あれやこれやと夢の同棲生活を送る腹づもりでいたのだろう。もちろん、いかがわしい意味も込めて。

　けれどアガーテにしてみれば婚前から男性に身体を許す行為は、長年教育されてきた淑女としての貞操観念に大いに引っかかる。

　これまで散々流されてきていまさらとは思うけれど、抱かれるたびに小さくない罪悪感と後ろめたさを覚えている身としては、結婚するのならせめてある程度の分別と区切りは付けたい。

　しかしエリックはすぐには諦められないらしい。

「あ、安全のために一緒に暮らした方が良くないかい？　ほら、私たちの邪魔をしようと、メアリ王女が何か仕掛けてくるかも……」

　もっともらしいことを言われたが、しかしアガーテはというとたいそう高飛車な仕草で、ふん、と顎を上げると言い放った。

「国内で他国の王女が暗躍できるようでは終わっていますわ。その程度のこと、我がロレンス侯爵家が防げないと思っていらっしゃいますの？　迎え撃って差し上げます」

　ああああ、と意味不明な声を上げてエリックが己の顔を覆うと訴えた。

「あなたが格好良くて惚れ直すよ。おかげで私は毎日新たな扉を開いてしまう」

「即刻閉じてくださいませ。開けっぱなしはマナー違反ですわ」

「つれないあなたが愛おしい……」

　突っぱねられているというのに、まるで極上の酒でも与えられたようなうっとりと酔った口調で言い放たれてアガーテの方が無言になる。

　大丈夫だろうか、この王太子。早まったかもしれない。

　内心、かなり本気でそう思ったのはここだけの話だ。

　とにかく王と王妃の許可を得て再び王太子宮へと戻った二人は、改めて今度は向かい合いながらソファに腰を下ろして今後の対策を相談する。

　一通りの会話を終えた後のことだ。

「それにしても先日も思いましたが、メアリ様、以前とだいぶ印象が変わられましたわね。トマス様がご健在でいらしたころは、なんと言いますか、もっと無害そうな毒にも薬にもならなさそうな方だったように思いますけれど」

「アガーテ、言い方。でもそうだね。確かに随分印象が変わられた。昔のあの人は兄上の隣で本当に幸せそうに笑っていたから」

「王女殿下であっても、他国で何をしても良いわけではありません。このたびのメアリ様の行いに対し、我が国はルクルへ正式な抗議を行っても許されるはずですわ」

「そうだね。確かにそうだと思う」

「……でも、殿下にそのおつもりはないのですね？　殿下だけでなく、陛下や王妃様も」

　王太子の結婚は当然ながら国にとって一大事だ。

　これがルクルから正式に申し出があったのであれば両国の問題となるが、そうではない以上、他国の王族の結婚にメアリが一方的に口出しをしていることになる。下手をすれば重大な外交問題であり、非はルクルにあると言えるだろう。

　だが……これほどのことをされても、エリックも国王夫妻も大事にしたくない意志が伝わってくるのは、皆、メアリのことを案じているからだ。

　先ほどもエリックが言っていたではないか。

　昔、トマスの隣で彼女は幸せそうに笑っていた、と。

「甘いと判ってはいるんだ。だが……以前よりも随分と切羽詰まったお顔をなさっているメアリ王女を見ると、彼女がまだ兄上の死を乗り越えることができていないと感じてしまう。逆を言えば、それだけ兄上を慕ってくれていたのだと思うと、どうしてもね」

　正直、彼が言うとおり甘い。大甘である。

　でも苦く笑いながら、どこか切なげな様子のエリックを見ていると、なんとなくこみ上げてくるものがあった。

　慕っていた、先の王太子を失って悲しんだのはメアリだけではないと知っているから。

「……殿下は、大丈夫ですの？」

　何を、とは言わなかったがエリックはアガーテの言葉を理解したように肯いた。

「大丈夫。私の傷はあなたが癒やしてくれた。傷跡が完全に消えることはないだろうけれど、もう痛んではいないよ」

「そうですか」

　ホッと息を吐いた時。

「愛している」

　唐突に耳に届いた言葉にドキッと鼓動が跳ねた。もう何度言われたか判らないけれど、いつも心臓に悪い。

「な、なんですか、いきなり」

　好意をまっすぐに伝えられることにまだ慣れていなくて、やや挙動不審になるアガーテに甘い視線を向け、エリックは続ける。

「伝えられる内に伝えておきたいんだ。いつもそれが伝えられるわけではないし……いつできなくなるか判らないから」

「……一緒にいる限りは、いつでも伝えられますわ」

「うん。愛しているよ」

　再び繰り返された言葉に、それ以上何も言えなくなってしまう。

　真っ赤な顔で目を反らすアガーテだけど、やや経ってそうっとエリックの方を見れば彼はこちらを向いて幸せそうに笑っていた。

　そんな顔を見ると、自然とこちらも口元が綻んでしまう。

　もう少しだけ待ってほしい。意地っ張りな自分が、同じ言葉を返せるように。

　そう願いながら、アガーテは笑った。

　言葉にせずともその心が伝わるような柔らかい笑みで。

　そして迎えた、シーズン最後の大舞踏会。

　エリックが誰をエスコートするのかと注目を浴びる中、彼が手を取って入場したのはロレンス侯爵令嬢、アガーテだった。

　揃いの衣装で寄り添う二人は誰の目にも互いに想い合っている恋人同士のように見えて、人々の祝福を浴びる。そしてその場で二人の婚約が発表された。

　もちろん中には失恋に心を痛める令嬢や、我が家の娘をと目論んでいた貴族も少なからずいたけれど、多くの人々が共有するのはルクル王国の王女でなくて良かった、という思いだ。

　今になって強引に押しかけてきた隣国の王女を快く思う者は殆ど存在しなかったのである。それを誰よりも肌で感じたのはメアリ自身だろう。

　顔色をなくしたように立ち尽くす彼女は、やはり舞踏会が始まる前にアガーテを排除しようと刺客を送ってきた。

　命を奪うほどではないにせよ、人前に出ることができない程度には痛めつける目的でやってきた刺客は、ロレンス侯爵家のお抱え騎士と、王太子直属の近衛騎士によって文字通り見事に返り討ちに遭っている。

　その事実をメアリが知らされるのは、舞踏会が終盤へと近づいた頃だ。

　その時にはもう彼女はひっそりと身柄を拘束され、王城の一室で舞踏会を終えたエリックとアガーテの二人と対峙していた。

「さて。そろそろ腹を割って話しましょうか、メアリ王女。あなたは何を目的として我が国へいらしたのかな？」

「……私は、使節団として……」

　エリックに問われて、一瞬気圧されたように身を竦めながらも、メアリはそう言いかけるけれど、すぐに黙り込んでしまった。

　部屋の隅では、王女付の侍女や騎士が同じく武器を取り上げられた上で身柄を拘束されている。

「今回のルクル王国の使節団の目的は、国と国との友好と交流を深め、両国に跨がる問題を共有し、共に解決へと導く親善であったはずです。でもあなたの行動はそうではない」

　沈黙し、目を伏せるメアリの様子は、以前お茶会に割り込んできた時とも、王太子宮で護衛騎士に食ってかかっていた時とも違っていた。

　力なく項垂れる姿は寄る辺ない、迷い子のように力ない。

「承知しておられると思うが、我が国はあなたの一方的かつ礼を欠いた要求に抗議が許される立場だ。私の婚約者へ危害を加えようとした証拠もある」

　冷静に、淡々と告げるエリックだが、その声に宿る静かな怒りを感じただろうか。

　なおも沈黙を続けるメアリに行動を起こしたのはアガーテである。

　項垂れる彼女へと近づいて、ビクッと震える肩に手を置きながら、背後から囁いたのだ。

「メアリ様の、本当のお気持ちを仰った方がよろしくてよ。エリック様は話の判らない方ではございませんわ」

　時々話が通じなくなることはあるけれど、と内心思ったかどうかはアガーテのみが知ることである。

　その言葉に効果があったのか、唇を震わせるようにメアリが涙をこぼしたのは、やや経ってからだ。

「……判っています。トマス様が亡くなったのは、エリック様のせいではないと」

　それは一見、脈絡もない言葉のように思えた。

　でもメアリが何を言っているのかは、エリックもアガーテも理解できる。

　トマスを失って、エリックへと憎悪と暴言を向けて彼の心に深い傷を負わせたときのことを言っているのだ。

　メアリの言葉は続く。後から後から涙の雫を落としながら。

「だって、トマス様は一度だって、エリック様のことを悪くは言わなかった……異母兄弟だけれど、可愛い弟だって、ずっと……」

　でもトマスの死をメアリは受け入れることができなかった。

　トマスが体調を崩したという報せを受けて慌ててルクルから駆けつけてきたメアリは、彼を看取ることはできたけれど、その死はあまりにも突然過ぎて、自分には何もしてやれることがないまま、大切な人をあっという間に失ってしまった。

　気持ちの整理もできなかった彼女は、誰かのせいだと思わないと耐えられなかった。

　その苦しみを憎悪として向けたのがエリックだった、だってトマスが死ぬことによって最も得をすると思われたのが彼だったから。

　エリックも同じように兄の死に深く悲しみ苦しんでいるなんてことは、メアリには思いやることができなかったのだ。

「国に帰って、トマス様のことを忘れようと他の人と結婚して……でも忘れられるわけがない。何をしていても、どこを見ても、誰と一緒にいても思い出すのはあの人ばかりで……そんなだから、夫となんて上手くいくわけがないわ」

　夫婦仲が破綻したのはあっという間で、メアリと夫は長いこと仮面夫婦だった。

　話し合いの末に夫婦生活の終わりを迎えたときはホッとした。

　そして再び王族へと戻った彼女が、これからどうするかと考えた時に頭に浮かんだのは、やはりトマスのことだ。

「殿下に会いたくて……でも会えなくて、せめてもと思って、使節団に加わってこの国へ来たら……たくさんの思い出が蘇って」

　トマスは生前、メアリを色々なところへ連れて行ってくれた。

　将来、共に治めて行く国を知ってほしいと、そう言って。

「トマス様の、思い出が残る場所にいたいと、思ったのです……だけど私はすぐに国に帰らなくてはならない」

「だからエリック様と結婚しようと？」

「……そうすれば、国に帰らずに済む。ここにいられると思って……ごめんなさい……」

　詫びる声は、消え入りそうなほどに小さく震えていた。

　話を聞く限り、完全にメアリの独断と暴走だ。もしかしたらルクル側は彼女がエリックに結婚を迫ったことすら知らなかった可能性がある。

　どれほどの沈黙が落ちた頃だろう。

　静かにエリックがその口を開いた。

「私はあなたと結婚することはできませんし、兄の代わりになることもできません」

　一見突き放すようだけれど、先ほどとは違ってその声は優しい。

「ですが、あなたに考える時間を与えて差し上げることはできるでしょう。……西の離宮をお貸しします。もうしばらく我が国でお過ごしになってはいかがですか」

　今は誰も使用することがなくなってしまったが、西の離宮は王城の敷地内の奥に存在する、生前トマスが好んで使用していた小さな離宮である。

　メアリにとっても彼と二人で過ごした思い出の詰まった場所だ。

　その言葉を受けて、戸惑ったようにメアリは涙に濡れたその顔を上げた。

「で、でも、私は……罰せられるのでは……」

「何を理由に？　あなたは私の兄との思い出を辿るために我が国にいらっしゃった。そして心の整理がついたら新たな場所へと旅立つ方です。何も罰を受ける理由などないでしょう？」

「そんなはずは、だって私はアガーテ様を……！」

「わたくしですか？　何かございましたかしら？　ご覧の通り、傷一つ負ってはおりませんし、被害も受けておりませんけれど」

　本当に判らない、とばかりに小首を傾げて見せるアガーテの仕草はやや芝居がかっている。

　どうやら演技の才能はないようだが、それでもエリックもアガーテも、ことを公にするつもりがないと言うことはメアリには伝わったらしい。

　絶句する彼女に、エリックは改めて静かに告げた。

「ルクル王には私の方からお伝えしておきます。どうぞ静かな場所で、ゆっくりと過ごしてください。そして心が落ち着いたら、あなたのこれからのことを考えてくれれば良い。きっと兄がここにいたら、同じことを望むでしょう」

　再びメアリは黙り込んだ。

　エリックの顔を見たまま。

　そして、再び涙を落としながら頭を下げる。

「……ありがとう、ございます…………本当に……申し訳ございませんでした……」

　メアリのくぐもった嗚咽が漏れる。それから彼女はその場で頽れるようにむせび泣いた。

　エリックが目で合図をすると、部屋の隅で身柄を抑えられていた侍女や騎士が解放される。うち侍女の一人がすぐに王女の許へ駆け寄って、その肩を掻き抱いた。

　どうやらメアリはその心に寄り添ってくれる侍女がいるようだ。それならば任せても問題ないだろう。

　翌朝離宮に案内するようにと騎士に告げ、アガーテを伴ってエリックがメアリをその場に残し王太子宮へと戻ったのはその後のことであった。

「これで彼女の心もいくらか落ち着いてくれれば良いのだけれどね」

　エリックの私室へと移動した二人は、一息つくように隣り合ってお茶を口にしながら、しみじみと先ほどの件について言葉を交わしていた。

　結果として最後にメアリは本来の彼女を取り戻してくれたように思うが、心の傷は常に不安定な痛みを与えてくる。一概にこれで大丈夫とは言い切れない。

「嫌いになって別れたわけではありませんもの。大切な人との別れは深く傷つきますわ。何かの折りに当時の痛みが蘇っては、また苦しむこともあるでしょうし。でも幸いメアリ様にはお味方がいらっしゃるのですから、いずれきっと立ち直ってくださるのではなくって？」

「そうだね。ねえ、アガーテ。私はあなたを、どれだけ傷つけてきたのかな」

　エリックのその問いは何の脈絡もない突然のもののように聞こえて、目を丸くする。

　なんのことか、と小首を傾げる彼女に、エリックは苦笑しつつ続けた。

「考えるんだよ。あなたは結果的に私を受け入れてくれた。けれど、私のことを心から信用してはくれていないね。それはやっぱり、あなたの気持ちに背を向け続けてきてしまったからなのだろうかと」

　今までに何度か話題になってきたことだ。まだクレアと婚約中のエリックに、アガーテが想いを寄せ続けていた時のことである。

「またそのお話ですの？　それはもう終わったことです。殿下は何も悪くございませんわ、わたくしの分別がなかっただけです」

「あなたはそう言ってくれるけどね。もう少し方法がなかったのかと、考えてしまう。正直あなたが私を諦めることはない、とタカを括っていた。その上情けないことに、あなたが傷つきながらも私を好いてくれていたことを嬉しいとさえ感じて喜んでしまっていたんだ」

　それが急に踏ん切りを付けたように身を引いて、婚活を始めた。

　そのことがまだエリックには引っかかっているらしい。

「大人になろうと決めただけですわ」

「ほらそれだ」

　本題に切り込むようなまっすぐな視線を向けられて、アガーテは思わず目を反らしてしまった。

　できることならこの話はもう蒸し返さないでほしいと思う。

　結局はこうしてエリックとの結婚も決まったのだから、と。

　それに当時のことは本当にエリックは悪くない。謝罪を受けることさえ、本来ならば必要ないことだ、それなのに。

「急に物わかりが良くなった理由は何だ？　私の知るあなたは不屈の精神で、納得がいかない限り決して諦めない人だった」

　急に、と言われて頭に浮かぶ心当たりは、やはり前世の記憶が蘇ったことだ。

　そこで自分のこの先の未来を想像したし、恋心は決して叶わないものだと理解した。

　だから、諦めた。それだけのことのはずだ。そう、それだけの。

　それなのに……ざらりと胸の内を無遠慮に撫でられるような不快な気持ちがこみ上げる。

　ざわざわとしてひどく落ち着かない感じだ。

　やっぱりそれ以上は触れてほしくない。

「……もうよろしいではございませんか。止めましょう、過ぎたお話を繰り返すのは」

「アガーテ、私はあなたの本心が知りたいんだ。くどいことは承知している、だが私を諦めようとした本当の理由を教えてほしい」

「叶わない恋だと理解したからです。他に何もありませんわ」

「本当に？」

　顔を覗き込み、アガーテの真意を探ろうとするエリックの眼差しに苛立ちがこみ上げたのはこの時だ。

　ムカムカする、気分が悪い。

　良いではないか、過去がどうだって、今丸く収まっているのなら。

　大体、いまさらそんなことを聞いたってどうしようもないだろうに。

「アガーテ」

　懇願するように名を呼ばれ、急激に感情が高ぶるのを感じた。

　駄目だと思う。いくら婚約をしたとはいえ相手は王族だ、ここで感情のままに受け答えすれば過去の愚かな自分に逆戻りしてしまう。

　それなのにエリックはアガーテの嫌なところに無理矢理触れようとする。

「頼む、教えてくれ」

「……いい加減にしてください！」

　気がつくと、鋭い視線で彼を睨んでいた。

　腹の内にどろりと溶岩が渦巻くような灼熱を感じる。その熱を今は堪えることができなかった。

「何度も過ぎたことだと申し上げました！　悪いのはこちらで、あなたは何も悪くないとも！　なぜ蒸し返すのです？　わたくしの心が変わったことがそんなにおかしなことですか。花だって水を得られなければ枯れてしまうのです、その前に自分の心を守ろうとして何が悪いのですか！」

「アガーテ……」

「大体、わたくしがあなたを諦めることがないと思っていたって、どれだけ自意識過剰でいらっしゃるの!?　そんなにあなたに追いすがる女の姿に満足されていたのですか！　撥ね除けても撥ね除けても、諦めない姿にご満悦でいらっしゃったの!?」

「違う、そうじゃ……」

「何が不屈の精神で納得しない限りは諦めない人だ、ですか。わたくしだって普通の人間です！　好きな人に拒絶されれば辛いし、恋が叶わないと思えば苦しい！　嘲笑われれば惨めになるし、振られるたびに傷つくのです！」

　駄目だ、と判っていても言葉は一度に溢れ出る。

　ぼろっと涙がこぼれ落ちたのはこの時だ。

「あなたを諦めようとしたのは、これ以上惨めに傷つきたくなかっただけです……！　なぜこんなことをわざわざ言わせるの……！」

　みっともない泣き顔を晒すのも耐えられないと、両手で顔を隠すのと、エリックが横から伸ばした腕に抱きしめられるのとはほぼ同時だ。

　彼はもう、ごめんとは言わなかった。

　ただ、強く抱きしめる。

　そのエリックの抱擁を受けて、アガーテはぼんやりと思った。

　もしかしたら、感情の吐き出し場所を探していたのはメアリだけではなく、自分も同じだったのかもしれない、と。

　それからどれくらいの時間が過ぎただろう。

　多分一時間以上はそうやって抱きしめられ続けていたように思う。

　涙はとっくに収まっていたけれど、彼の腕の中が心地よくて離れたくなかった。

　けれどいつまでもこうしているわけにはいかない。

「……殿下、もう大丈夫です。離してくださいませ」

　ぽんぽんと、彼の背を叩いた。でもエリックは動かない。

　仕方なく彼の胸を押して、その顔を覗き込む……そしてちょっと目を丸くした。

　普段の余裕のある笑みがすっかりと消え失せて、ひどく情けない顔をしている。じいっと見つめていると、それがどんどん、耳が垂れて尻尾を後ろ足の間に巻き込んだ犬みたいになってきて、つい笑ってしまった。

　この国で、この人のこんな顔を見たことのある人間はどれくらいいるだろう？

　その顔を自分に見せてくれているのだと思うと、先ほどよりも気持ちが軽くなっている心に気付いた。不思議とすっきりした気分だ。

　さらにじっと見ていると、気まずそうに視線を泳がせている……なんだかちょっと可愛く思えてきて、背筋を伸ばすとその唇にキスをした。

「な」

　何か言おうとしたその唇に人差し指を押し当てた。

　そして彼の手を取ると、自分の胸の片方に押し当てる。コルセットのせいで柔らかな胸の感触はないだろうけれど、そうする意図は伝わるだろう。

　情けない顔をしていたエリックの表情が少し引き締まり、次第に甘く綻んでいく。

「婚前は、駄目だったんじゃないのかい？」

「臨機応変という言葉がございますでしょう？」

　便利な言葉だな、と低く笑った彼は両手でアガーテの頬を包み込むと、額と額を合わせてきた。そして労るように優しく唇を重ねた後で彼女を抱え上げると寝室へ移動する。

　アガーテは抵抗しなかった。

　むしろ寝台に下ろされた後は、自らドレスの隠しボタンを外し、前身頃を開いてドレスから肩と腕を抜くと、そのまま腰からも脱ぎ落として寝台の外に放る。

「紐を解いてくださる？」

　背を向けて、コルセットの紐の結び目が見えるように髪を前に寄せた。

　一瞬の間の後、ゆっくりと紐が解かれて、シュッ、シュッと穴から引き抜かれていく音が聞こえる。

　コルセットが落ち、シュミーズだけとなった胸元を両手で押さえながら、アガーテは振り返った。相手の視線がそこに注がれているのを承知の上で、わざと焦らすように、婀娜っぽく。

　何とも切なげな様子でエリックは胸を押さえるアガーテの手に触れてきた。その手に抗わず腕を解けば、すぐに大きな両手でアガーテの両方の乳房を鷲掴み、下から持ち上げるように揉み拉き始める。

「ん……」

　以前は強く握られたり揉まれたりすると少し痛かったけれど、今はそんなこともなく、じわじわと体温が上がって汗ばんでくる。

　シュミーズの薄い生地が胸の先端に擦れるようで、ざわざわして少し焦れったい。

　エリックに口付けられる。舌と舌を直接擦り合わせ、唾液を交換するような口付けは、まるでお互いの性器を擦り合わせているような気分になる。

「あぅっ」

　ぎゅっと両胸の先端を布ごとつまみ、引っ張られた。

　そのまま、指で擦られると、痛みを全く感じない代わりにジンジンとした疼きが胸の先から広がって、両足の奥へと伝染していくようだ。

「……脱がせても良い？」

「……あなたも脱いで」

　エリックがアガーテのシュミーズやドロワーズを脱がせれば、アガーテはエリックの上着のボタンを外す。

　程なく全ての素肌を晒し合う格好となった二人は、寝台の上で向き合うとしばし相手の身体へと視線を注いだ。

　思えばエリックの裸体をこうもしげしげと見たことは、殆どなかったかもしれない。

「……綺麗ですわ。男の人の身体って、もっと恐ろしいものかと思っていました」

　広い肩も、喉仏が浮いた喉や、深く形を浮き上がらせている鎖骨も。

　熱い胸も、しっかり筋肉がついた腹や手足も、女の身体とは全く違うけれど、それそのものが持つ造形美に溢れている。

　唯一、腹につきそうなほどに天を仰いでいる男性自身だけがグロテスクと言えないこともないけれど……それがアガーテの中に入って彼女を狂わせるのだと思えば、奇妙な執着心が沸いてくる。

「……ここ、もう濡れているのですね」

　ついっとその先端に指を伸ばした。途端にビクッとエリックの腰が揺れ、割れ目からにじみ出た雫を指先で塗り広げるように動かしただけで、元々芯の入っていたそれがさらに大きく膨れあがる。

「悪戯好きだね……濡れているのはあなたも同じだと思うけれど？」

「あっ、んんっ」

　意趣返しとばかりにすぐにエリックの手がアガーテの両足の間に潜り込んでくる。

　彼の指摘は正しく、既にしとどに濡れているその場所は容易く彼の指を滑らせ、そして入り口の中へと呑み込んでいった。

「あ、あ、ああ、ああっ……」

　彼の指が一本、中の膣壁を擦る刺激に腰を浮かせると抱きついた。

　そのアガーテの身体を受け止めながらエリックは再び唇を寄せると、呼吸ごと奪うようなキスをして、華奢な身体を押し倒してくる。

　後ろから抱え込むように二人して横臥すれば、エリックは片手を彼女の中に忍ばせたまま、もう片方の手で素肌の乳房を揉み、その先端をくびり出すように扱きだした。

「ん、んっ、んっ……」

「もう膨らんできた……こっちもぬるぬるだし……気持ち良い？」

　ぎゅっと目を閉じ、奥歯を噛みしめる。指摘通りで声を漏らすのが恥ずかしい。

　でもアガーテが何も言わずとも、彼女の下肢から響く粘ついた水音が全てを物語っている。

「ここも尖ってきたね」

　中を探っていた指を一度抜かれ、その手が濡れた陰唇を割り開き、隠れていた花の芽の包皮を剥いてしまう。

　気がつけば胸を弄っていた方の手がアガーテの片足の膝を持ち上げるように開かせて、無防備になった秘部を下から上に優しくなぞり上げるように愛撫されていた。

「あ、あ、あぁ……はぁん、んんっ……」

「乳首もここも、もうぱんぱんに膨らんで可愛い。ここを摘まむとどう？」

　エリックが膨らんだ陰核を二本の指で摘まむように挟んでくるけれど、たっぷりと溢れ出た愛液でぬるぬると滑って、小さな突起がするりと逃げていく。

　でもそれが、腰を痺れさせるほどの刺激で、ビクビクと下半身が震えてしまう。

「あぁあんんっ！」

　ぬるぬると指を滑らせながら、エリックは何度もそこを摘まもうとし、そのたびにアガーテは腰をびくつかせながら、感じ入った喘ぎを漏らした。

　気持ち良かった。

　陰唇の襞を優しくなぞられるのも、入り口の浅い場所を抜き差しされるのも、そして膨らんだ陰核をいじられるのも。

　ぬるい快感と強い刺激とが愛撫と共に不規則に襲ってきて、身体の芯を熱くさせる。

　陰核を弄られるたび、密洞の中がうねるように疼いて、はくはくとわななく度に大量の愛液をしたたらせる。

「う、あっ、はぁ……あぁ、んんっ……」

　気持ち良い。だけど達するには一息足りなくて切ない。

　無意識に焦れたように腰が揺れ、それが男のものを中に含んでいる時のような動きになってしまう。

　気がつけば、ふー、ふー、と荒い呼吸が口と鼻の両方から漏れていた。

「いやらしい腰の動きだな……イキたい？」

　指摘されて、カッと頬が熱を持った。

「ここを弄られるのと、舐められるの、どっちが良い？」

　ここ。今、エリックが熱心に触れている陰唇と、尖った陰核。

　トントンと、ここだと教えるように軽く叩かれるだけでまた腰が跳ねる。

　けれどそれでも決定的な快楽に足りず、自分でも信じられないくらいの勢いで膨れ上がった官能への欲求にアガーテは耐えられなかった。

「ど、どっちも……」

「素直で良い子だね」

　正直に答え、自ら腰を揺すった彼女にエリックは満足そうに笑うと、その両足の間に身体を移動して、さらに足を大きく開かせる。

「自分で気持ちの良いところを開いてみせて……そう。ああ、綺麗な色をしている」

　台詞だけを聞くと……いや、その行動も随分と淫らだ。

　アガーテ自身に濡れ襞を手で開かせて敏感な場所を露わにさせたエリックは、そこに顔を伏せると彼女の指ごと、肉厚な舌でぞろりと舐め上げたのだから。

「ああんっ!!」

　高い声が上がり、背筋がのけぞる。指とは違う温かく柔らかな舌は、その分彼女の繊細な場所の形にピタリと添って隙間なく舐められるのだからたまらない。

「あ、ああ、あっ、あっ……！」

　腰が小さく跳ねる。広げた太腿がブルブルと震え、全身に力が入ってしまう。

　だけどまだ、あと少し……あとほんのちょっと足りなくて、もどかしさに喘ぐ彼女の声が変わったのはその直後だ。

「あああああああっ!!」

　ちゅう、と陰核を吸い上げられた。舌でたっぷりと舐め扱かれながら、最後のとどめとばかりに。

　その瞬間彼女の官能の渦が一気に高みへと駆け上がり、腰が大きく跳ね上がる。

　愛液とは違う透明な飛沫を飛ばしながら、身を跳ねさせる彼女の腰を押さえ込んで、痙攣するようにひくつくその入り口へとエリックが問答無用で肉槍を突き立ててきたのはその時だ。

「ひっ、うあぁあっっ!?」

「くっ……すごい、ちぎりとられそうだ……」

　柔らかく濡れほころびていたその場所は、エリックのそれを根元まで一気に呑み込みながら、激しく蠕動した。

　一体どれほど内側を満たされることを望んでいたのだろう。

　足りない部分を埋められた途端にあっけなく上り詰めた浅ましい身体が恥ずかしい。

　だけどアガーテの身体をそんなふうに変えたのはエリックだ。

　まだ達して、小刻みに痙攣している真っ最中なのに、容赦なく動き始めるエリックの抽送にアガーテはひっきりなしに喘いだ。

　彼が内壁を擦るたび、最奥を突き上げるたび、アガーテは全身が性感帯になったような感覚に襲われて、びくびくと跳ね上がる身体の震えが収まらない。

　逃れるように腰を揺らし、けれど逃れられずに磔にされた蝶のように両足を押さえ込まれながら、子宮の入り口を抉る凶暴な雄芯の与える愉悦に、目の前がチカチカとする。

　全身の毛穴から汗が噴き出し、互いの身体を、そしてシーツを濡らした。

　先ほどからずっとイキっぱなしで、頭がおかしくなりそうだった。

　はしたない声も、どんどん溢れてくる愛液も、彼自身を咀嚼するように蠢き締め上げる己の膣壁も、何もかもが止まらない。

　エリックの呼吸もひどく荒い。いつもは穏やかな微笑を浮かべている彼が、今は何かを堪えるような顔で熱い吐息を吐きながら、そのたびに奥歯を噛みしめるように口を閉ざす。

「っっ、っ、んっ、あっっ！」

　ガクン、ガクンと壊れた人形のように腰が幾度も跳ねた。

　知らぬ間に息を止めてしまっていて苦しいのに、ほんの一度二度息を吐いただけですぐにエリックが腰を使い、淫らな音を響かせながら膣壁を擦り上げ始めるのだからたまらない。

「は、まって、まだ、おねが、ちょっとまって……！」

「それを言うなら、あなたのここに言ってくれ……吸い付いて、締め上げてくるから……じっとしていられない……！」

「あぅ、うっ、んんっっ！」

　無茶を言わないでくれと思う。

　身体の奥深くまで貫かれて、内臓を直に押し上げられるようで苦しい。

　それなのに圧倒的な圧迫感で擦りたてられ、最奥をゴリゴリと突かれると、腰が砕かれるほどの快感に目の前が明滅する。

　ぎゅうっとアガーテの中が彼に縋り付くのが判る。

　その濡れた膣襞を押し広げる男の形も判る。

　これ以上は無理と言う程に膨らんだそれは、長大なその全てを使ってアガーテを狂わせた。身も蓋もなく嬌声を上げさせるほどに。

「ああ、ああっ、だめ、またくる、来ちゃう……！　気持ち良い、あう、あああっ！」

「私もだ、ああ、いい……！　アガーテ、愛している……！」

　その言葉と共にエリックはアガーテの最も深い場所で胴震いを起こすように身を震わせながら、己の全てを吐き出した。

　ほぼ同時にアガーテもまた達して、最後の一滴まで子種を搾り取るように万力のごとく彼自身を締め上げ、止まらぬ愛液を噴きこぼし、全身を震わせる。

　己の意志とは関わらず、陸に揚げられた魚のように何度も身体が大きく跳ねた。

　快感の上手な受け流し方が判らずにエリックの腕の中でガクガクと身もだえしながら、彼自身を締め付け続ける。

　それなのにエリックは止まらない。

　まるでアガーテをどこまでも追い詰めるように、繋がった場所から体液の雫や泡を飛ばし、聞くに堪えない音を響かせながら抽送を繰り返し、その固い先端でアガーテのもっとも弱い最奥を容赦なく抉ってくる。

　頭の中が真っ白になるほど追い立てられ、アガーテは両手でエリックの背を掻きむしるように縋り付いた。

「あ、あ、あっ、だめ、もうだめ……っ！」

　再び間を置かずアガーテは背筋を大きく逸らしながら深く達する。

　自分の中が痙攣するように蠢くたび、エリックの雄芯が微妙な加減で内壁と擦れ合うのも、気が狂いそうになるくらいの愉悦に、アガーテの呼吸は乱れっぱなしだ。

　全身の肌が粟立つほどの甘く強烈な刺激にぶるりと腰が震え、アガーテは何度も甘く鼻にかかる声を漏らした。

「はあ、はー、はぁ……」

　汗まみれになったエリックの身体が折り重なるように倒れてくる。

　それを受け止めるアガーテの全身も汗だくで、全身が重怠くてたまらない。

　汗が睫まで濡らしている。

　大きく逞しいエリックの身体に乳房を潰されながら、少しの間抱き合って息を整えた二人が、とろりとした視線を上げて再び相手の唇を求めたのはほぼ同時だ。

　疲れているのに。

　もう充分だと思うのに。

「……殿下……エリック、もっと……」

　浮かされた声でちゅうと彼の舌に吸い付けば、同じように返され、そして今度はうつ伏せになった姿勢で背後から貫かれる。

　少し前にたっぷりと欲を吐き出したはずの彼なのに、そこは何事もなかったかのように新たな力をみなぎらせて、熟れた女の蜜壷を穿ちだした。

「あ、あっ、ふ、ん、んんっ」

「もっとだ。もっと、私を求めてくれ、アガーテ。私があなたの唯一であると言ってほしい」

　訴えるエリックの声は懇願に似ている。

　その言葉に答えようとしても、ひっきりなしに揺さぶられ、暴れ狂う官能の火を煽られるから、何も言葉にすることができない。

　アガーテにできたことは、クッションを抱きしめるように顔を埋めながら、くぐもった嬌声を上げ続けることだけだ。

「ああ、ん、ふ、んう……っ！」

　腕に力が入らなくて、腰だけを高く上げながら揺さぶられる彼女とシーツとの間に無理矢理差し込まれた彼の手が、柔らかな乳房と凝った乳首をめちゃくちゃに愛撫する。

　時に優しく、時に少し乱暴に。アガーテの身体を、彼女が知らないところまで全て記憶に刻むようにエリックは手で触れ、唇で愛撫し、舌で味わう。

　そのたびにアガーテの口からは甘い声が上がった。

「あなたが好きだ、どうして良いか判らないくらい」

　どうすれば良いのか判らないのはアガーテも同じだ。

　けれど懸命なほどに自身でアガーテを貫き、彼女の良いところを探しながら共に何度も果てまで上り詰めようとする姿は、エリック自身逃しようのない欲望と想いを持て余しているようにも見える。

　それはまるで飢えのようで、自身が吐き出すだけでなく、受け入れてもらわねば発散されることはないだろう。

　そして飢えを感じているのはアガーテも同じだ。

「エリック……エリック様……」

　その名を呼んで、苦しい姿勢で後ろを振り返る。

　アガーテの言外の訴えを理解したように繋がったまま、彼女の姿勢を正常位へと戻したエリックは、正面から揺するように腰を揺らして互いの胸を重ね、抱きしめ合った。

　アガーテの腰も揺れる。淫らな音をより広げ、より深い快感を得ようとするように。

　そうしながら彼女はエリックの唇を求めた。

　自ら舌を伸ばし、彼の舌に吸い付き、身体を弾ませるようにくねらせながら、内でも外でも目の前の男を抱きしめる……まるで不埒で美しい愛欲に溺れた踊り子のように。

「……あなたが好きです」

「うっ……」

　小さな呟きはエリックの低いうめき声に混じる。

「ああ、あん……は、ああっ！」

　そしてアガーテもまた喘ぐ。

　けれどその声の中に、ただ喘ぐだけではない「好き……」ともう一度呟く彼への想いが紡がれていたが、それは聞こえただろうか。

　……聞こえたのだと思う。だってその直後、彼はぎゅっと抱きしめて、改めて彼女の両足を大きく開かせ、抱え込むように再び身を繋げてきた。

　その時の顔が、幸せそうに笑っていたから。

　いつの間に眠ってしまっていたのか、うとうととした眠りから目が覚めた時、室内はまだ暗い時間帯だった。

　身じろぎしようとしたけれど、全身が重怠くて指一本動かすことさえおっくうだ。

　疲れ切って、あちこち軋む身体を堪えながらしばらくぼうっとしていたアガーテの視力が、だんだん暗がりに慣れてくる。

　そうすることで見えたのは、静かに目を閉じて眠るエリックの顔である。

　普段はしっかりとした王太子、と言った様子の彼だがこうして寝ている顔は少しばかり幼い。ふふっ、と笑った。

「……私の心を聞いてくださってありがとう、殿下。やっとあなたを、本当の意味で許せた気がするわ……きゃっ」

　小さな呟きが終わるか終わらないかというところで、突然寝ていたはずのエリックに抱きしめられて目を見開いた。

「ちょっ、殿下……！」

　声を上げ、身動ぐけれどエリックは抱きしめたまま解放してくれない。

　……これは狸寝入りで全部聞いていたな、と演技派の王太子に呆れた溜息を吐く。

　けれどそれはすぐに笑い声に変わった。

「仕方のない人」

　アガーテを抱きしめながらエリックも笑う。

　そうして二人は再び身体を繋げ、愛を交わし合った。

　淫らで純粋な愛の交流は、互いに力なく泥に沈むように眠りにつくまで続いたのだった。







終章








　イーベルスター王国王太子エリックと、ロレンス侯爵令嬢アガーテの婚礼の儀が執り行われたのはその半年後のことだった。

　紆余曲折あったものの、ようやく迎えた王太子の慶事に国中が沸き、祝福の声が上がる。

　国教会の前には身動きできないほどの民が押し寄せ、二人は数え切れないほど多くの人々に見守られて夫婦となった。

　その二人を祝った人々の中には、メアリの姿もあった。

　あれから今日までの期間を離宮で過ごしたメアリは、こまめに顔を出すアガーテや、彼女と共にやってくるクレア、リーリアたちの気遣いもあって見違えるほど明るくなり、以前と同じような優しげな表情を取り戻した。

　今は心から二人の結婚を祝ってくれている。

　そしてこの結婚式の後に間もなく国に帰る予定である。

　まだ完全にトマスへの気持ちを整理できたわけではないし、どこか憂いが残るけれど、きっと今のメアリならば自ら進んで支えようとする男性が現れるだろう。

　無事に夫婦となったエリックとアガーテは、周囲から呆れられるくらい、王太子がすっかり妃に骨抜きにされてその尻に敷かれていると噂になる始末だ。

　婚約以前のアガーテの様子から、彼女が王太子妃として務まるのだろうかという声も上がってはいたが、妃教育に真面目に取り組み、他者に対しても真摯に分け隔てなく接する姿勢に、いつのまにかそれらの声も消えていた。

　代わりに二人が理想の夫婦だと言われるようになった。

　王太子宮に、小さな子どもの笑い声が増えるのは、幸せな婚礼の翌年のことである。







あとがき








　こんにちは、逢おう矢やです。

　濃蜜ラブルージュＦ＋様で二作目を書かせていただけました！

　今作は悪役令嬢……と見せかけて、悪役にもなれなかったモブ令嬢に転生してしまった、という設定です。

　いつも割とガチでシリアスなヒストリカルものを書くことも多いのですが、悪役令嬢や転生ものも大好きなので大変楽しく書かせていただきました！

　が、なんだかある意味悪役令嬢より大変そうだなあ、と思います。

　何しろヒーローが悪役令嬢だけでなくゲームの正ヒロインすら「あ、これは無理だ」とお手上げ状態になって、さっさと逃げ出してしまう感じの微妙にヤバい人、みたいになってしまってですね。

　今作のヒロインアガーテに高飛車に振る舞われるたびに、妙なスイッチが入ってはぁはぁしちゃうへんた……いえ、ちょっと特殊なタイプなので、そりゃ逃げるよね、と。

　普段は穏やかで爽やかな王子様の鑑みたいなヒーローを想像して書いたはずなのに、あれぇ、おかしいなぁ。（棒読み）

　うっかり逃げ遅れてしまった挙げ句に、なんだかんだと丸め込まれてしまったアガーテですが、まあ本人もなんだかんだと嬉しそうなので、割れ鍋に綴じ蓋カップルで良いのかなと思いつつ、少しでも楽しんでいただけたならとても嬉しく思います。

　今作もたくさんの皆様に助けていただき、ありがとうございます！

　担当様はいつも的確なアドバイスとご指摘、そしてお褒めの言葉でやる気を奮起してくださり、ありがとうございます！　原稿にちょいちょい入れてくださっているご感想にいつもニコニコさせていただいています！

　イラストを担当してくださったＳｈｉｋｉｒｉしきり先生、艶っぽく溜息が出るほど美しい表紙をありがとうございます！

　比較的早い時期から拝見させていただいておりまして、ガッツリアガーテのお胸をにぎにぎしちゃっている殿下のお姿に、確実に本編での絶倫度に影響していると思います！

　またデザイナー様や校正様、関係者の皆様に深くお礼申し上げます。

　そしていつもご覧いただいている読者の皆様、ありがとうございます！　今後も楽しんでいただける作品を執筆していけるよう頑張ります。

　また次作でお会いできますことを心から願っております。






逢矢沙希










【著者紹介】

架空世界のヒストリカル系をメインに女性向けの恋愛小説ジャンルで活動する、飼い犬ラブな物書きです。







濃蜜ラブルージュ＋

モブ令れい嬢じょうに転てん生せいしたはずが、攻こう略りゃく対たい象しょうの王おう子じから不ふ埒らちな偏へん愛あいを注そそがれています
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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